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評価調査結果要約表 

１．案件の概要 

国名：中華人民共和国 案件名：四川省震災後森林植生復旧計画プロジ

ェクト 

分野：林業・森林保全 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部 協力金額（評価時点）： 約 5.8 億円 

協力期間 2010 年 2 月 1 日～ 

2015 年 1 月 31 日（5 年間） 

 

 

（R/D）2009 年 11 月 3 日 

 

先方関係機関（C/P 機関）：四川省林業庁、四

川省林業調査規画院、四川省林業科学研究院、

四川省林業幹部学校、汶川県林業局、北川チャ

ン族自治県林業局、綿竹市林業局、（2012 年度

より）茂県林業局及び彭州市林業局 

日本側協力機関：農林水産省林野庁、独立行政

法人森林総合研究所 

他の関連協力： 

１－１ 協力の背景と概要 

 中華人民共和国(以下｢中国｣)四川省ブン川県において 2008 年 5 月 12 日に発生した四川大地

震は、マグニチュード 8.0 という未曽有の規模で、建物や道路、ライフライン等の住民の生活

基盤のみならず、森林植生にも多大な被害を与えた。地震による森林の被害面積は約 33 万 ha

にのぼり、被災森林は、その後も地滑り、土石流、山腹崩壊、落石など災害が起こりやすい危

険な状態となっている。また、震災の被災地はパンダ等の希少野生生物の主要な生息地である

ことに加え、長江上流域の重要な水源地にもなっていることから、森林の植生回復による生態

系や水源涵養機能の回復、土石流等の 2 次災害の防止等を図ることが急務となっている。この

震災に対し、中国政府は「国家ブン川地震復興再建総体計画」を発布し、これに照らし四川省

政府は「四川地震災害後林業生態回復と再建計画」を制定し、森林の植生回復に取り組むこと

とした。 

JICA による四川省に対する林業分野の協力については、2000 年 7 月から 2005 年 6 月の 5

年間、技術協力プロジェクト「四川省森林造成モデル計画」等が実施され、一定の成果を挙げ

てきたものの、今回の四川大地震に伴う森林被害では、被災地域の地理的条件が多様なためそ

れぞれの条件に対する的確な対策の見極めが難しくなっている。また、これまで中国では経験

したことがない規模の森林植生破壊であったため、植生回復の技術や管理能力が不足している

状況にある。 

 このような背景から、四川大地震により被災した森林の復旧事業を行うための四川省関係機

関の技術能力の向上を図ることを目的として、「四川省震災後森林植生復旧計画プロジェクト」

(以下｢プロジェクト｣)が四川省林業庁から中国政府を通じて我が国政府に要請された。これを

受け、JICA は 2010 年 2 月より 2015 年 1 月までの 5 年間、四川省林業庁をカウンターパート(以

下「C/P」)機関として、①プロジェクトエリアにおける森林復旧計画の策定、②試験施工を通
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じた森林復旧技術の実証・体系化、③技術研修を主要な成果とする本件を開始した。 

 

１－２ 協力内容 

(1) 上位目標 

四川省の震災跡地において、植生の復旧事業が持続的・自立的に行われる。 

(2) プロジェクト目標 

プロジェクトエリアにおける代表的な被災森林植生の復旧事業に携わる関係機関の技術

能力が向上する。 

(3) アウトプット 

アウトプット１．プロジェクトエリアにおける代表的な被災森林植生の復旧計画が策定

される。 

アウトプット２．被災森林植生の主要な復旧工法に係る技術体系が確立される。 

アウトプット３．被災森林植生の復旧事業を行うための技術研修の内容・体制が強化 

される。 

(4) 投入 

日本側投入：１．長期専門家、２．短期専門家、３．研修員受入れ、４．機材供与、５．ロ

ーカルコストの一部負担（パイロットサイトの工事費を含む） 

中国側投入：１．施工地・事務スペース等の提供、２．カウンターパートの配置、３．ロー

カルコスト（パイロットサイトにおける工事費を含む） 

２．評価調査団の概要 

調査者 日本側 

1 総括/団長 畑 茂樹 JICA 地球環境部 技術審議役 

2 治山技術 田所 雅之 林野庁林政部 木材産業課 林業・木材産

業情報分析官 

3 協力企画 岡本 直美 JICA 地球環境部 森林・自然環境保全第

一課 研修員 

4 評価分析 高橋 佳子 有限会社 Y’sコンサルティングオフィス

中国側 

1 団長/総責任者 劉 立軍 国家林業局国際林業協力センター副主任

2 団 員 張 帆 四川省林業庁造林処 処長 

3 団 員 劉 福雲 四川省林業科学研究院 高級工程師 

4 団 員 張 登明 四川省林業調査規画院 高級工程師 
 

調査期間 2012 年 5 月 30 日～2012 年 6 月 14 日 評価種類：中間レビュー 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

(1) 投入 

日本側： (2012 年 5 月末現在) 
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・長期専門家：合計 80MM   

1. チーフアドバイザー/治山計画   27  MM  

2. 治山設計/治山施工            27  MM 

3. 研修/業務調整                26  MM 

・短期専門家：合計 約 3.5 MM 

3 分野（治山整体計画、治山設計、治山施工管理）延べ 6 名  

・資機材供与： 516 万元  四駆車 4 台、ピックアップ車 4 台、PC 等、測量機材等。 

・現地業務費： 650 万元 （2010 年、2011 年）試験施工費等を日本側が負担。 

・C/P 本邦研修： 25 名  

中国側： 

・カウンターパート配置：55 名 （通訳 1 名、運転手 4 名含む） 

・予算措置：2010 年度 337 万元、2011 年 146 万元合計 483 万元 

（C/P 活動費、プロジェクト事務所費用、通訳・運転手人件費を負担） 

・プロジェクト事務所：4 カ所（林業庁、汶川県林業局、北川県林業局、綿竹市林業局） 

(2) アウトプット 

アウトプット１： 

「プロジェクトエリアにおける代表的な被災森林植生の復旧計画が策定される。」 

指標「被災森林植生復旧計画が県・市林業局及び四川省林業庁によって承認される。」は、

パイロットサイト（北川県擂鼓鎮、綿竹市清平郷、汶川県威州鎮）の被災森林植生復旧計画が

第１回合同調整委員会（以下「JCC」）で承認された。従って、アウトプット１の達成度は高

い。なお、綿竹市のパイロットサイトでは 2010 年大規模な土石流が発生したため、地形が大

きく変化しており、選定したサイトでの復旧計画が活用できなくなった。試験施工は、パイロ

ットサイト外で新たに試験施工地を選定して実施している。 

アウトプット２： 

「被災森林植生の主要な復旧工法に係る技術体系が確立される。」 

指標は「2-1.各プロジェクトエリアの試験施工地が 5ha 以上完成する。」と「2-2.被災森林植

生復旧工法に係る技術指針が四川省林業庁によって承認され、かつ採用される。」である。2-1.

については、３つのプロジェクトエリア内で、北川県 4.51ha、綿竹市 5.31ha、汶川県 2.24ha

の試験施工地が完成している。各市県林業局及び林場ステーションの技術者は、一連の治山業

務を通じて「治山」技術を習得しつつある。工事に雇用された地元農民工も治山工事経験を積

んでいる。綿竹市、北川県では独自工事も開始した。また、完成した試験施工地は「治山モデ

ル」として機能しており、林業部門関係者及び地方政府幹部の「治山」概念を大きく変えたと

C/P 側にも認識されている。2-2.については、プロジェクト後半の活動予定で、復旧工法の技

術指針が作成されたあとに達成される指標である。今後、工法を技術体系として整理するため

には、林業庁国際合作処 C/P を中心として協議し、「技術指針」とはどのようなもの（マニュ

アル、ガイドライン、技術基準等）か、担当 C/P はだれかなどを決定し活動を開始する必要が
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ある。 

アウトプット３： 

「被災森林植生の復旧事業を行うための技術研修の内容・体制が強化される。」 

指標は「3-1.研修カリキュラム及びテキストが四川省林業庁によって承認され、かつ震災後

復旧等訓練の中で採用される。」「3-2.林業幹部学校における技術者向けの研修コースに治山

技術に係る研修内容が導入される。」と「3-3.C/P が研修で講義する。」の３つである。 

プロジェクトでは 2012 年 5 月までに第 8 回の技術研修を実施（C/P、プロジェクトエリアの

林業関係者を中心に、エリア外の林業関係者らも含め 250名近くが延べ 350回程受講している）

しており、林業幹部学校の C/P1 名は技術研修実施の手続きは習得している。「研修実施要領」

「研修カリキュラム」はこれまでの研修で作成されてきたが、今後確立される体系的な治山技

術のものは、プロジェクト後半の活動であることから、指標 3-1.は、カリキュラムは作成され

つつあるものの、新しい治山技術の研修テキストはまだ作成されていない状態である。3-2.に

ついては、これまでの研修を通して座学と現地実習を組み合わせた研修方式の方式と内容が検

討され方針が決定し 2011 年 12 月の JCC で承認されたところである。治山技術に係る研修コ

ースは「1.治山技術普及コース（広く林業関係者が対象）」及び「2.治山専門技術コース（C/P

機関の技術者が対象）」の 2 つである。3-3.については、四川省林業調査規画院の C/P2 名、市

県林業局 C/P3 名が講義している。 

(3) プロジェクト目標の達成度 

 プロジェクト目標： 

「プロジェクトエリアにおける代表的な被災森林植生の復旧事業に携わる関係機関の技術

能力が向上する。」 

指標は「1.パイロットサイトで実施する被災森林植生復旧面積の合格率が 90％以上となる。」

「2.各プロジェクトエリアの関係機関が独自に被災森林植生復旧工事を 1ha 以上実施する。」

の 2 つである。指標 1.については、北川県が 50％、汶川県が 52%で、中間レビュー時点でお

おむね半分程度の達成率である。綿竹市については、計画されたパイロットサイトが土石流で

被災したことから試験施工地を選び直して工事を実施した。この指標が「パイロットサイトで」

と限定しているため綿竹市では実施した工事が含まず 0％となっている。指標 2.については、

独自施工面積としてこれまでに綿竹市林業局が他ドナーの投資資金を活用するなどして 20ha

を実施した。北川県林業局は、プロジェクト日本側の試験施工の予算を使い、独自に 0.08ha

を実施した。汶川県での独自施工は中間レビュー時点では未実施であったが計画が確認され

た。なお、これらの指標は関係機関の技術能力向上を直接的に計測するものではないことから、

どの関係機関のだれがどのように工事を実施したかも確認する必要がある。綿竹市及び北川県

の独自工事では設計、施工、施工管理のすべてを市林業局が担当し、施工はプロジェクトで経

験のある地元農民工を雇用して実施した。省林業調査規画院 C/P は「土壌、岩盤等の安定評価」、

市県 C/P は「施工方法の選択」が最も困難な技術と認識しており、日本人専門家からの技術習

得を望んでいる。 
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(4) 実施プロセスの検証 

プロジェクトの実施プロセスにおいては、主に以下のような状況が確認された。 

・綿竹市清平郷の計画策定したパイロットサイトにおいて、2010 年土石流が発生したため、 

試験施工地はパイロットサイト外に選定し工事を実施した。 

・プロジェクト前半、専門家はアウトプット２の試験施工を優先して実施した。中国で経験の

ない林業分野における「治山」理解促進のため、「試験施工地」を「治山モデルの展示」と

しても機能させることになった。 

・JCC では 2 回、計画の変更が承認された。第 1 回 JCC：プロジェクト・デザイン・マトリッ

クス（以下「PDM」）の活動、アウトプット、指標を確定、C/P 機関に、四川省林業幹部学

校を追加した。第 3 回 JCC：C/P 機関に、茂県林業局、彭州市林業局を追加（ただしプロジ

ェクトエリアではない）した。 

・連携協力体制が、北京林業大学（専門書の翻訳、試験地でのデータ比較等）、福建大学及び

中国科学院成都山地災害研究所（試験地の土壌変化状況調査）との間で構築され始めた。 

・四川省林業局では、2012 年 6 月「四川省震災地植生復旧試行・モデル」プロジェクトを開

始し、プロジェクトで習得した治山技術を活用して中国側独自で試験的に工事を実施する。

 

３－２ 評価結果の要約 

(1) 妥当性 

プロジェクト実施の妥当性は中間レビュー時点でも高い。 

対象地域・社会、及びプロジェクトのターゲットグループのニーズは、プロジェクト開始後

に実施した試験施工の「治山モデル」により更に高まっている。2012 年 2 月四川省政府から

「復興完了宣言」が出された。これは主に省内の道路・都市再生等基盤整備に関する完了宣言

であり、被災森林の植生復旧についてはまだこれからという段階である。四川省政府において

も、試験施工の「治山モデル」によって治山技術の必要性が認識されるところとなり、林業部

門による「治山」実施の政策決定はいまだされていないものの、四川省林業庁は独自に「四川

省震災地植生復旧試行・モデル」プロジェクトを開始したところである。 

(2) 有効性 

有効性は高い。 

３つのアウトプットの達成度は実績で確認されたとおり、ほぼ計画どおりの進捗と効果を発

現している。また、これらアウトプットの貢献によりプロジェクト目標も既に中程度まで達成

されていることが確認された。プロジェクト後半の活動には、被災森林植生復旧のための技術

指針、技術研修カリキュラム、研修テキスト作成等が残されているが、担当する C/P 機関（省

林業庁、省林業調査規画院、省林業科学研究院、林業幹部学校、各市県技術者）及び C/P が明

確になり計画どおり活動が進めば、プロジェクト目標である「森林植生復旧に携わる関係機関

の技術能力が向上する。」はプロジェクト終了時に達成される見込みが高い。 
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(3) 効率性 

効率性は中程度である。 

各アウトプットの達成状況は、プロジェクトの投入に照らしておおむね適切である。効率性

に貢献した要因として、各市県林業局との治山試験施工においては、地元の関連技術を採用し、

地元熟練者など中国側の経験が活かされ、土地の使用権者らが農民工として雇用された。また

地元資材の使用によりコストが比較的低めとなった。各投入の適切性は次のとおりである。

C/P 配置では被災した市県林業局は人員不足の中、最大限の努力をした。また中国側からプロ

ジェクト事務所として省林業庁、3 市県林業局の 4 カ所で提供されている。専門家派遣は治山

設計/施工分野の長期専門家は 1 名のみで、3 市・県での試験施工に一人で対応するのは困難で

あり、活動に見合った投入計画ではなかった。供与機材は車両 8 台、事務機器等だが、これま

で使用頻度の低い機材（ビデオカメラ）等もあった。C/P 本邦研修は幹部及び技術者が研修員

として 25 名参加し、中国では経験のない林業分野治山事業の全体的理解を深めることとなっ

た。このうち帰国後の貢献のないものが 2 名、異動は 1 名あった。ローカルコストは、技術研

修費用、治山試験施工の費用はこれまで日本側がすべて負担している（計画では中国側一部負

担）。綿竹市の独自施工の費用は中国側が負担し実施されている。 

(4) インパクト 

上位目標達成の見込み 

上位目標は「四川省の震災跡地において、被災森林植生の復旧事業が持続的・自立的に行わ

れる。」である。中間レビュー時点で上位目標達成見込みを判断するのは時期尚早であり、見

極めは困難だが、次のような状況が確認された。「治山技術」の四川省内の普及については、

林業分野でほかに実施しているところはなくプロジェクト実施による貢献が見込まれる。プロ

ジェクト終了後は中国側独自の事業が不可欠なところ、四川省林業庁は 2012 年 6 月新たな「四

川省震災地植生普及試行・モデル」プロジェクトを開始した。一方、指標は「震災地区におけ

る森林植生復旧面積 30.6 万 ha を達成する。」であるが、これに対し四川省林業庁から現時点

での達成状況として、26.3 万 ha（人工造林、実播、封山育林含む）という数値が報告された。

プロジェクト中間レビュー時点で、プロジェクト目標も未達成の中、上位目標達成度が高いの

は、指標そのものがプロジェクトの貢献（治山技術）を直接的に測れるものになっていない可

能性があることから、上位目標指標の見直しを提案した。 

その他プラスのインパクトは、「地元住民の治山施工技術習得」「農民工雇用による地元住

民の現金収入向上」「植樹祭等の開催による地域団体との交流」等が確認された。 

負のインパクトは調査中には確認されなかった。 

(5) 持続性 

持続性については、プロジェクト後半で開始される活動もあり中間レビュー時点での判断は

難しいところであるが、以下のような現状が確認された。 

技術的持続発展性については、技術能力向上はプロジェクト目標でもあり、技術系 C/P は被

災地での試験施工、技術研修を通して「治山専門技術者」として育成されつつある。プロジェ
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クト制度・政策的持続発展性については、林業分野として初めて治山施工した「治山モデル」

は、被災森林植生復旧のための工法として大きな効果があった。四川省林業庁では、既述のと

おり本プロジェクトと並行して「四川省震災地植生普及試行・モデル」プロジェクトが被災

39 市県対象として開始されたところである。また、林業庁は林業分野における治山技術の「技

術基準」づくりにも取り組みたい意向を持っている。しかし四川省政府としては林業分野での

「治山」実施についての政策決定はまだなく、林業庁内でも「治山」の担当部署も決まってい

ない。組織的持続性、及び財政的持続発展性（治山技術の省内普及のため）については、四川

省政府の政策によるところが大きく、決定が待たれるところである。技術的持続性についても、

財政的裏付けがなければ緑化予算の 10 倍近いコストの治山工事は実施されず、向上した技術

能力も維持される見込みは低くなる。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

(1) 計画内容に関すること：特になし。 

(2) 実施プロセスに関すること： 

被災森林植生復旧の技術体系確立（アウトプット２）のための「試験施工」の活動を、林業

分野での「治山」経験のない中国において、「治山モデル」として機能させるため優先的に実

施した。この治山モデルが、林業関係者及び省、市県幹部の「治山」に対する概念を大きく変

えることになり、独自工事を実施するなどの効果発現に貢献した。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

(1) 計画内容に関すること： 

専門家派遣は治山設計/施工分野の長期専門家は 1 名のみで、3 市・県での試験施工に一人で

対応するのは困難であり、活動に見合った投入計画ではなかった。プロジェクトの投入は、本

来活動から積算されるものであるが、そのようになっていないことが問題である。 

(2) 実施プロセスに関すること 

 綿竹市清平郷の計画策定したパイロットサイトにおいて、2010 年に土石流が発生したため、

試験施工地はパイロットサイト外に選定し工事を実施した。指標の中には、「パイロットサイ

トで」と地域を限定しているものがありパイロットサイト外で実施した試験施工が実績に入ら

ない事態があった。（中間レビュー調査団は指標の変更を提案した。） 

 

３－５ 提言 

３－５－１ プロジェクトへの提言 

(1) 「四川省震災地植生復旧試行・モデル」プロジェクトへの積極的参加 

当該プロジェクトの成功は、本プロジェクトの上位目標達成につながるため、プロジェ

クトとしても密に情報共有を行うとともに、助言などの貢献をする。 

(2) 活動ごとの担当 C/P の決定 
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プロジェクト後半に行う主な活動について、どの C/P が担うのか林業庁 C/P と協議し、

整理する。 

(3) 求められる技術能力の明確化と更なる技術移転 

プロジェクト目標に示されている「技術能力」は C/P ごとに異なることから、各 C/P 機

関の役割、対象 C/P、向上すべき技術能力、向上の程度をプロジェクト内で確認した上で、

適切に C/P の能力向上を図る。 

(4) 林業幹部学校における研修 

プロジェクト終了後も継続して治山研修が実施されるよう、現在省林業幹部学校で実施

している国有林場研修等の一部として、治山にかかる研修を加えるよう働きかける。 

(5) 新たな工種工法の導入 

斜面の土砂移動を抑える金網工や、乾燥地・急傾斜地や石礫地での木本の活着を高める

ための新たな植栽技術を試験的に導入する。 

(6) 他の JICA プロジェクト成果の活用 

「四川省森林造成モデル計画プロジェクト」や「中国西部地区林業人材育成プロジェク

ト」の成果を活用している。今後も同様に他のプロジェクト等の成果という資源活用に

努めることが望ましい。 

 

３－５－２ 日本側実施機関への提言 

(1) 長期専門家の支援強化 

長期専門家の支援のため、プロジェクトの状況を適切に把握し、必要に応じて短期専門

家の派遣等を検討する。 

(2) プロジェクト成果の PR 

中国の中央政府、四川省以外の地方政府の幹部や職員の治山に対する理念の転換、更に

は日中友好に資するため、機会を捉えて当プロジェクトの成果を中央政府等に一層 PR す

るとともに、引き続きセミナーや植樹祭などの開催を支援する。 

 

３－５－３ 中国側実施機関への提言 

(1) 中央政府等への PR 

本プロジェクト及び「四川省震災地植生復旧試行・モデル」プロジェクトを成功に導き、

具体的な事実を根拠として、中央政府や他の地方政府等に対し機会を捉えて治山技術の

PR を行う。 

(2) JCC メンバーの追加 

中国において治山事業を通常業務として実施することになった場合、事業の管理部署と

して想定される造林司を、JCC メンバーに追加するよう調整する。 

(3) 関連基準策定の促進 

四川省林業庁は治山に関する技術規格等を整理し、関連の地方基準を作成し、それをも



ix 
 

って国家林業局に関連の国家基準の作成を提言することが望ましい。 

３－６ 教訓 

(1) 新しい概念を導入する場合の初期の取り組み方法 

林業分野における「治山」という理念がなかった中国において、まずは試験施工地をデ

モンストレーションに最大限活用したこと、また、比較的簡易な工法を段階的に伝え実

施者の自信を引き出したことは、政府幹部、関係者の理念の転換に対し非常に有効であ

った。 

(2) 短期専門家派遣と訪日研修の関連付け 

昨年度派遣された短期専門家に、訪日研修の際にも講義を行ってもらったところ、講師

はプロジェクトの内容や現地の状況をよく理解しているので、非常に効果的な研修とな

った。投入の際には、このような相乗効果も考慮して計画することが望ましい。 



 
 



 

第 1 章 中間レビュー調査の概要 

 

１－１ プロジェクトの背景 

中華人民共和国(以下｢中国｣)四川省ブン川県において 2008 年 5 月 12 日に発生した四川大

地震は、マグニチュード 8.0 という未曽有の規模で、建物や道路、ライフライン等の住民の

生活基盤のみならず、森林植生にも多大な被害を与えた。地震による森林の被害面積は約

33 万 ha にのぼり、被災森林は、その後も地滑り、土石流、山腹崩壊、落石など災害が起こ

りやすい危険な状態となっている。また、震災の被災地はパンダ等の希少野生生物の主要

な生息地であることに加え、長江上流域の重要な水源地にもなっていることから、森林の

植生回復による生態系や水源涵養機能の回復、土石流等の 2 次災害の防止等を図ることが

急務となっている。この震災に対し、中国政府は「国家ブン川地震復興再建総体計画」を

発布した。これに照らし四川省政府は「四川地震災害後林業生態回復と再建計画」を制定

し、森林の植生回復に取り組むこととした。 

JICA による四川省に対する林業分野の協力については、2000 年 7 月から 2005 年 6 月の 5

年間、技術協力プロジェクト「四川省森林造成モデル計画」等が実施され、一定の成果を

挙げてきたものの、今回の四川大地震に伴う森林被害では、被災地域の地理的条件が多様

なためそれぞれの条件に対する的確な対策の見極めが難しくなっている。また、これまで

中国では経験したことがない規模の森林植生破壊であったため、植生回復の技術や管理能

力が不足している状況にある。 

このような背景から、四川大地震により被災した森林の復旧事業を行うための四川省関

係機関の技術能力の向上を図ることを目的として、「四川省震災後森林植生復旧計画プロジ

ェクト」(以下｢プロジェクト｣)が四川省林業庁から中国政府を通じて我が国政府に要請され

た。これを受け、JICA は 2010 年 2 月より 2015 年 1 月までの 5 年間、四川省林業庁をカウ

ンターパート(以下「C/P」)機関として、①プロジェクトエリアにおける森林復旧計画の策

定、②試験施工を通じた森林復旧技術の実証・体系化、③技術研修を主要な成果とする本

件を開始した。 

 

１－２ プロジェクトの概要 

(1) 協力期間：2010 年 2 月 1 日～2015 年 1 月 31 日 

(2) カウンターパート（Counterpart :C/P）機関：四川省林業庁 

(3) プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix :PDM）概要： 

1） 上位目標： 

四川省の震災跡地において、被災森林植生の復旧事業が持続的・自立的に行われる。 

2） プロジェクト目標： 

プロジェクトエリアにおける代表的な被災森林植生の復旧事業に携わる関係機関の
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技術能力が向上する。 

3） 成果： 

① プロジェクトエリアにおける代表的な被災森林植生の復旧計画が策定される。 

② 被災森林植生の主要な復旧工法に係る技術体系が確立される。 

③ 被災森林植生の復旧事業を行うための技術研修の内容・体制が強化される。 

 

１－３ 調査の目的 

本調査は、プロジェクトの中間を迎えるにあたって、中国側と合同で、本プロジェクト

の実績・進捗状況を確認し、成果や課題を把握するとともに、JICA 事業評価ガイドライン(改

訂版)に基づく評価 5 項目の観点から本プロジェクトのレビューを行い、これらの結果を評

価報告書として取りまとめる。 

評価結果に関し、プロジェクト専門家及び中国側関係者に報告する。 

 

１－４ 調査団の構成 

本調査団の構成は、以下のとおりである。 

【日本側メンバー】 

氏 名 担当業務 所 属 

畑 茂樹 総括／団長 JICA 地球環境部 技術審議役 

田所 雅之 治山技術 林野庁 林政部 木材産業課 林業・木材産業情報分析官 

岡本 直美 協力企画 JICA 地球環境部 森林・自然環境保全第一課 研修員 

高橋 佳子 評価分析 (有)Y’s コンサルティングオフィス 取締役 

 

【中国側メンバー】 

氏 名 担当業務 所 属 

劉 立軍 団長/総責任者 国家林業局対外合作項目中心 副主任 

張 帆 団 員 四川省林業庁造林処 処長 

劉 福雲 団 員 四川省林業科学研究院 高級工程師 

張 登明 団 員 四川省林業調査規画院 高級工程師 

１－５ 調査日程 

本評価調査は、2012 年 5 月 30 日（水）から 6 月 14 日（木）までの 16 日間実施された。

（うち官団員は 6 月 3 日（日）から 6 月 14 日（木）まで（12 日間）派遣。） 
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詳細のスケジュールは、資料 1 のとおりである。 

 

１－６ 主要面談者 

本調査の主要面談者は、資料 2 のとおりである。 

 

１－７ 調査の方法 

（1）中国側団員の役割と責任を明確にした上で、日中合同で評価を実施した。 

（2）評価グリッド案に基づき、プロジェクトの計画、日中双方の投入実績、活動プロセス

及び実績、プロジェクトの効果（成果やプロジェクト目標の達成見込み等）、運営管理

体制等につき、文献調査、質問票、関係者からの聞き取り、現地視察等を通じて確認

した。 

項 目 視 点 

実証の検証 

・投入は計画とおり実施されたか 

・アウトプットは計画とおり産出されたか 

・プロジェクト目標は達成されるか 

実施プロセ

スの検証 

・活動は計画とおりに実施されたか 

・技術移転の方法に問題はなかったか 

・プロジェクトのマネジメント体制（モニタリング、プロジェクト内コミュ

ニケーションなど） 

・実施機関や C/P のプロジェクトに対する認識は高いか 

・実施過程で生じている問題や、効果発現に影響を与えた要因は何か 

（3）評価グリッド案に基づき、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続

発展性）の観点から日中合同で評価を行った。 

項 目 視 点 

妥当性 

中国政府の開発政策・計画や日本の援助政策、JICA の対中国事業展開の方向

性との整合性、受益者や対象地域のニーズとの合致、プロジェクトの戦略の

妥当性、対象者の妥当性、外部環境の変化 

有効性 
プロジェクト目標の達成可能性、成果の貢献度、成果からプロジェクト目標

に至る外部条件の影響、プロジェクト目標達成を阻害・貢献する要因 

効率性 
成果の産出状況、成果に至る外部条件の影響、投入のタイミング・量・質、

関連機関との連携、効率性に影響を与えるその他の要因 

インパクト 
上位目標達成見込み、上位目標に至る外部条件の影響、上位目標発現を阻害

する要因、予期しなかったプラス・マイナスの影響 

持続発展性 
制度、組織、財政、技術から見た自立発展の見込み、社会・文化的側面、環

境面の自立発展に関しての留意点 
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（4）プロジェクト計画（PDM、活動計画）の修正案を、日中双方で協議の上、作成した。 

（5）評価総括会にて合同評価結果を報告した。 
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第 2 章 プロジェクトの実績 

 

２－１ 投入の実績 

日本側投入 

(1) 専門家派遣 

表２－１ 専門家派遣実績 

派遣分野  派遣期間合計 専門家数 

1. チーフアドバイザー / 治山計画 (Mr. Onishi) 長期 27MM 1 名 

2．研修 / 業務調整 (Ms. Morisada, Mr. Machida) 長期 26MM 2 名 

3．治山設計 / 治山施工 (Mr. Kakebe, Mr. Sakajiri) 長期 27MM 2 名 

長期専門家合計（2012 年 5 月末現在）  80MM  

1．治山整体計画 (2010 Mr. Sakai) 短期 0.5MM 1 名 

2．治山設計 (2011, 2012 Mr. Saho) 短期 1MM 1 名 

3．治山施工管理  (2010, 2011 Mr.Imayoshi, 2011 Mr. 

Nagatomo) 

短期 3MM 2 名 

短期専門家合計（2012 年 5 月末現在）  4.5MM  

(情報源：プロジェクト資料) 

 

(2) 資機材供与 

                表２－２ 供与機材費          単位：元 

機材の種類 2009年度 2010年度 2011年度 計 
 

% 

1. OA機器 1,424,300.00 0 0 1,424,300.00 28% 

2. ランドクルーザー（4台） 3,080,000.00 0 0 3,080,000.00 60% 

3. ピックアップトラック（4台） 0 0 663,200.00 663,200.00 12% 

合計 4,504,300.00 0 663,200.00 5,167,500.00 100% 

(情報源：プロジェクト資料) 

 

(3) 現地業務費 

             表２－３ 現地業務費（在外事業強化費）    単位：元 

費目 2009年度 2010年度 2011年度 計 
 

% 

1. 工事（試験施工） 0 1,302,361.00 2,603,588.00 3,905,949.00 60% 

2. 訓練（技術研修） 0 101,054.00 352,406.50 453,460.50 7% 

3. 一般 218,036.70 598,215.57 1,332,905.53 2,149,155.80 33% 

合計 218,036.70 2,001,630.57 4,288,898.03 6,508,565.30 100% 

(情報源：プロジェクト資料) 
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(4) C/P 本邦研修 

表２－４ 本邦研修研修員所属別一覧        人数 

研修員 所属機関名 
2010 

震災後復

2011 

治山計画

2011 

治山施工

2011 

国際会議
合計 

 

異動 

四川省林業庁 科学技術処 1    1  

四川省林業庁 造林処 1    1  

四川省林業庁 人事教育処    1 1  

四川省 林業調査規画院   1    

四川省 林業科学研究院   1  1  

北川県 林業局 1 1 1  3  

綿竹市 林業局 1 1 1  3  

汶川県 林業局 1  1  2 -1 

茂県   林業局   1  1  

彭州市 林業局   1  1  

C/P 合計 5 2 7 1 15 -1 

国家林業局    1 1  

四川省 林業庁 （総工程師）  １   1  

四川省 林業庁 森林防火指導部 １    1  

四川省 林業庁 観察室   1  1  

四川省 林業庁 党委員会    1 1  

四川省 林業庁 計財処    1 1  

四川省 財政庁 １    1  

坝阿 州 林業局(市県上部機関) 1    1  

徳阳市 林業局（市県上部機関） 1    1  

綿阳市 林業局（市県上部機関） 1    1  

C/P 外合計 5 １ 1 3 10 ０ 

(情報源：プロジェクト資料) 

中国側投入 

(1) カウンターパート配置 55 名 

プロジェクト管理 21 名、治山整体計画 14 名、治山測量・設計・施工 14 名、訓練 1

名、通訳 1 名、運転手 4 名の合計 55 名が配置されている。（2012 年 5 月末現在） 

 

(2) 予算措置 

          表２－５ 中国側予算措置単位：元 

 2009 年度 2010 年度 2011 年度 計 

6



 

C/P 活動費等 0 3,370,000.00 1,460,000.00 4,830,000.00 

 

(3) 施設・設備 

プロジェクト事務所を四川省林業庁（執務室・会議室）に、及び専門家執務室を汶

川県林業局、北川県林業局、綿竹市林業局の計 4 カ所に設置している。 

 

２－２ プロジェクト達成実績 （詳細は資料 3「合同評価報告書」の別添 3「評価グリッ

ド」参照） 

(1)アウトプット（成果）の達成状況 

 

アウトプット１：「プロジェクトエリアにおける代表的な被災森林植生の復旧計画が策定さ

れる。」 

表２－６ アウトプット１の達成状況 

指標 現状 達成度* 

被災森林植生復旧計画が県・市林

業局及び四川省林業庁によって承

認される。 

パイロットサイト（北川県擂鼓

鎮、綿竹市清平郷、汶川県威州鎮）

の被災森林植生復旧計画が第 1 回

合同調整委員会（以下「JCC」）で

承認された。 

高 

アウトプット１全体の達成度  高 

*「高」は、指標に示された目標値に十分達していることを示す。「中」は、指標に示された目標値に

部分的に達していることを示す。「低」は、指標に示された目標値に全く達していないことを示す。

「データなし」は、指標に示された数値が入手できないことを示す。 

 

指標 1-1. 

綿竹市のパイロットサイトでは 2010 年大規模な土石流が発生したため、地形が大きく変

化しており、選定したサイトでの復旧計画が活用できなくなった。なお試験施工は場所を

選定し直して実施している。 

追加調査項目： 

「C/P 及び C/P 機関は復旧計画の策定ができるようになったか。」 

四川省林業調査規画院の C/P はほぼ独力で被災森林植生復旧計画の策定が可能である。市・

県の C/P に関しては、考え方は理解している。2012 年度より C/P 技術者を対象とした「治

山専門技術コース」により、更に系統だった理論と実技訓練に参加しこれまで 2 年間のプ

ロジェクト活動の経験への裏付けができ、対象の C/P は専門技術者として育成される見込

み。 

 

アウトプット２：「被災森林植生の主要な復旧工法に係る技術体系が確立される。」 
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表２－７ アウトプット２の達成状況 

指標 現状 達成度* 

各プロジェクトエリアの試験施工

地が 5ha 以上完成する。 

これまでに計 12.06ha が完成して

いる。内訳は、北川県 4.51ha、

綿竹市  5.31ha、汶川県 2.24ha

である。 

高 

被災森林植生復旧工法にかかる技

術指針が四川省林業庁によって承

認され、かつ採用される。 

プロジェクト後半の活動に計画

されている。 低 

アウトプット２全体の達成度  中 

*「高」は、指標に示された目標値に十分達していることを示す。「中」は、指標に示された目標値に

部分的に達していることを示す。「低」は、指標に示された目標値に全く達していないことを示す。

「データなし」は、指標に示された数値が入手できないことを示す。 

 

指標 2-1. 

試験施工地にかかる活動実施は試験施工決定地計 12 カ所（北川県 4、綿竹市 4、汶川県 3、

茂県 1）、復旧工法設計地計 10 カ所（北川県４、綿竹市 3、汶川県 2、茂県 1）、復旧工事施

工地計 8 カ所（北川県 3、綿竹市 3、汶川県 2）である。茂県林業局及び彭州市林業局は 2011

年 12 月の JCC において「C/P 機関とするが、プロジェクトエリアではない」ことで合意し

ている。 

指標 2-2. 

この指標はプロジェクト後半の活動によって達成される指標である。技術体系として整

理するため林業庁国際合作処とも協議の上、どのようなかたちのものが「技術指針」であ

るのか、担当 C/P を決定し、詳細活動計画を策定して活動を開始する必要がある。 

追加調査項目： 

「C/P 及び C/P 機関は活動を通して治山業務が実施できるようになったか。」 

市・県レベルの汶川県、北川県、綿竹市では、試験施工地での治山工事実施を通して、各

林業局及び林業ステーションの技術者は一連の治山業務を経験し技術を習得しつつある。

北川県、綿竹市については、既に林業局が独自の治山工事を実施している。 

アウトプット３：「被災森林植生の復旧事業を行うための技術研修の内容・体制が強化され

る。」 

表２－８ アウトプット３の達成状況 

指標 現状 達成度* 

3-1.研修カリキュラム及びテキス

トが四川省林業庁によって承認さ

れ、かつ震災後復旧等訓練の中で

採用される。 

「カリキュラム」は作成されつつ

ある。新しい治山技術の「研修テ

キスト」はまだ作成はできていな

い。 

中 
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3-2.林業幹部学校における技術者

向けの研修コースに治山技術に係

る研修内容が導入される。 

これまで 8 回の研修を実施し、座

学と現地実習を組み合わせて、研

修形式と内容を模索し、ほぼ研修

の方向性が定まった段階。 

中 

3-3. C/P が研修で講義する。 C/P は既に一般林業関係者向け研

修コース等で講義を開始してい

る。 

中 

アウトプット３全体の達成度  中 

*「高」は、指標に示された目標値に十分達していることを示す。「中」は、指標に示された目標値に

部分的に達していることを示す。「低」は、指標に示された目標値に全く達していないことを示す。

「データなし」は、指標に示された数値が入手できないことを示す。 

 

指標 3-1. 

これまでの研修実施を通じて「研修実施要綱」と「カリキュラム」は作成されつつある。

今後は、改正しながら最終的には四川省林業幹部学校の訓練コースに組み込まれるカリキ

ュラムを作成する。新しい治山技術の「研修テキスト」はまだ作成はできていない。テキ

スト作成・改訂については省林業庁 C/P とともに、作成担当 C/P 機関及び担当 C/P を決定

し、詳細活動計画を策定して活動を開始する必要がある。 

指標 3-2. 

技術研修については、「1.治山技術普及コース（広く林業関係者）」、「2.治山専門技術コー

ス（C/P 機関の技術者）」が 2011 年 12 月の第 3 回 JCC で承認された。専門技術者となる C/P

は必ず治山専門技術コースのすべてに参加する必要があり、これによって治山技術者が育

成される見込みである。 

指標 3-3. 

一般林業関係者向け研修コース等で講義を開始した C/P は、林業調査規画院 2 名、市・

県レベルの C/P では 3 名（汶川県、北川県、綿竹市）。これまでに実施した研修は、第 1 回

四川省林業調査規画院 C/P「四川省災害後の植生復旧状況」、第 2 回四川省林業調査規画院

C/P「四川省災害後の植生復旧状況」、第 8 回 3 市・県 C/P「試験施工地の実施状況」である。 

追加調査項目： 

「C/P 及び C/P 機関は、研修効果の評価、評価結果による研修内容改善等ができるか。」

林業幹部学校では、これまで 1 名の C/P が専門家とともに第 8 回までの研修を実施してき

た。したがって技術研修実施に係る手続きは習得している。今後確立される治山技術の「研

修カリキュラム」「研修テキスト」作成・改訂については、担当部署とともにプロジェクト

後半で活動する予定である。中間レビュー時点では、担当部署及び担当 C/P は未定である。 

 
(2)プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標：「プロジェクトエリアにおける代表的な被災森林植生の復旧事業に
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携わる関係機関の技術能力が向上する。」 

 

表２－９ プロジェクト目標の達成状況 

指標 現状 達成度* 

1. パイロットサイトで実施する被

災森林植生復旧面積の合格率が

90%以上となる。 

北川県:50% 

汶川県:52% 

綿竹市: 土石流が発生し「計画し

たパイロットサイト」では未実

施。 

中 

2. 各プロジェクトエリアの関係機

関が独自に被災森林植生復旧工事

を 1ha 以上実施する。 

北川県林業局独自：0.08 ha 

綿竹市林業局独自：20ha[欧州投資

銀行、日中緑化交流基金（小渕基

金）を使用] 

汶川県林業局独自：未実施 

中 

プロジェクト目標の達成度  中 

*「高」は、指標に示された目標値に十分達していることを示す。「中」は、指標に示され

た目標値に部分的に達していることを示す。「低」は、指標に示された目標値に全く達して

いないことを示す。「データなし」は、指標に示された数値が入手できないことを示す。 

 

指標 1. 

各プロジェクトエリアの選定されたパイロットサイトでの合格率（計画されたパイロッ

トサイトの植林面積のうち活着率が 85%以上の面積の割合）は、目標値 90%のところおお

むね半分程度の達成状況である。綿竹市では、選定し計画策定したパイロットサイトが 2010

年の土石流で被災したため実施していないが、試験施工地はパイロットサイトの外で新た

に選定し、2010 年、2011 年と試験施工は実施している。 

指標 2. 

綿竹市林業局の独自施工は、設計は県林業局、施工も県林業局が、地元農民を直接雇用

及び指導し、欧州投資銀行（ローン）、日中緑化交流基金（小渕基金）を使用して実施した。

北川県林業局の独自施工は、JICA 予算で、設計は県林業局、施工も県林業局が、プロジェ

クト試験地で施工経験のある農民を直接雇用して実施し、専門家からの技術的な支援も受

けている。汶川県林業局の独自施工は未実施であるが、今後「治山工事」を実施する予定

が確認された。 

 

追加調査項目：「関係機関の技術能力は向上したか。」 

市県林業局及び C/P の技術能力は、指標 1 及び指標 2 でみてきたとおりである。その他

プロジェクトでは 2012 年 5 月までに第 8 回の技術研修を実施し、C/P、プロジェクトエリ

アの林業関係者を中心に、エリア外の林業関係者らも含め 250 名近くが延べ 350 回程受講
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している。2012 年より治山技術に係る研修コースは「1.治山技術普及コース（広く林業関

係者が対象）」及び「2.治山専門技術コース（C/P 機関の技術者が対象）」の 2 つとなる。そ

れぞれ対象者に応じた技術研修が継続されれば、四川省の森林植生復旧事業にかかわる関

係機関（C/P 機関及びその他の機関）の技術能力は強化される見込みである。 

なお、中間レビュー調査団の聞き取りにおいて、技術系 C/P（四川省林業調査規画院、市・

県林業局・林場ステーション）は、最も困難な技術は、施工箇所選定の「土壌、岩盤等の

安定評価能力」「施工方法の選択」であり、これらを日本人専門家から習得することを強く

望んでいる。 

 

【指標についての提案】 

プロジェクト目標の指標 1 は、当初「計画されたパイロットサイト内での試験施工地」

で実施する試験施工の合格率という想定で設定された。しかしながら、綿竹市では計画策

定後に発生した土石流によりパイロットサイト内での試験施工地での施工が不可能となり、

試験施工地をパイロットサイトの外に再選定し施工した。 

以上のような状況から、調査団は、指標 1 は変更されることが望ましいと判断した。 

指標修正案：「試験施工地及びプロジェクトの技術を使用し各プロジェクトエリアの関係機

関が独自に実施した被災森林植生復旧工事の面積合格率が 90％以上となる。」 

 

【C/P 機関の「技術能力向上」の現状と今後】 

プロジェクトでは、四川省林業庁を含め省レベルの C/P 機関は 4 つ、市県レベルの C/P

機関が 5 つ（2012 年から茂県と彭州市が追加された）あり、C/P といっても、プロジェク

トにおける役割も向上させるべき「技術能力」もそれぞれ違っている。プロジェクト目標

達成に向けて、中間レビューで明らかになった各 C/P 機関のプロジェクト活動実施体制、

現状と今後を以下のように整理した。 
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表２－10 各 C/P 機関の現状と今後 

C/P 機関名 現状 今後の予想 

四川省林業庁 駱総工程師(C/P ではない)が日本研修に参

加後、「治山技術」の技術者集団づくりを

構想。2012 年 6 月、林業庁プロジェクト「四

川省震災地植生復旧試行モデル」が総工程

師をリーダーに開始された。 

優先地区 5 区（うち 4 区は本

プロジェクトと同じ市県）で、

習得した「治山技術」を使い、

独自の工事を試験的に実施し

ていく。専門家は助言役。 

(1)国際合作処 

（主な C/P3 名） 

プロジェクトの総括部門。日本側専門家と

の定例会議相手であり中国側の窓口。プロ

ジェクト前半で「林業庁」といえば主に国

際合作処のこと。 

林業庁内で「治山」担当部署

及び他省レベル C/P 機関の活

動を担当する C/P を明確にす

る。 

(2)造林処 ほとんどプロジェクト活動はしていない。

C/P 日本研修には 1 名参加。行政機関のた

め管理担当、技術指導はしない。 

「治山技術」普及担当候補か。

(3)科技処 ほとんどプロジェクト活動はしていない。

C/P 日本研修には 1 名参加。行政機関のた

め管理担当、技術指導はしない。 

「治山技術」新技術開発担当

か。 

(4)人事教育処 研修担当 C/P だが、ほとんどプロジェクト

活動はしていない。研修の企画を担当する

のは林業庁の担当部署で、人事教育処はそ

の承認機関。承認された研修が林業幹部学

校で実施される。 

「治山技術研修」については、

「治山」政策が決定しない場

合は、プロジェクト終了後に

この研修を林業庁が企画・実

施するか不明。 

(5)林業ステーション 

（主な C/P2 名） 

2011 年 12 月、第 3 回 JCC で C/P として 2

名が追加された。 

「治山技術」普及担当候補。

四川省林業調査規画院 

（主な C/P2 名） 

主な「治山技術」の担い手として計画・設

計活動に従事。治山技術研修の講師 C/P2

名。「土壌、岩盤等安定評価」を専門家か

ら移転されることを希望している。（業務

では、計画・設計を市県から発注されて実

施もしている。）「治山技術」実習にも参

加。 

「治山技術」を担当。計画・

設計を通じた市県レベルへの

普及。「技術指針」「研修講

師」「研修テキスト」等の活

動担当か。 

四川省林業科学研究院 

（主な C/P1 名） 

プロジェクトの「要請書」作成、プロジェ

クト初期の調査活動等に参加した。（業務

では、計画・設計、検査を市県から発注さ

れて実施。）「治山技術」実習にも参加。

「治山技術」を担当。計画・

設計を通じた市県レベルへの

普及。「技術指針」「研修講

師」「研修テキスト」等の活

動担当か。 
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四川省林業幹部学校 

（主な C/P1 名） 

プロジェクトの技術研修を第8回まで実施

し運営、研修評価等も実施。専門家と「研

修カリキュラム」作成などに従事。「治山

技術」実習にも参加。 

プロジェクトが実施する「治

山技術研修」の講師、テキス

ト作成・改訂については、他

の技術 C/P が担当する見込

み。プロジェクト後は調整要。

綿竹市林業局 試験施工・技術研修を通じた林業局、林場

ステーションの技術 C/P、試験施工地の農

民等が技術を習得している。既に独自予算

が 20ha の治山工事を実施した。 

独自の施工が今後も継続され

る見込み。（四川省林業庁プ

ロジェクトの優先 5 区。） 

汶川県林業局 試験施工・技術研修を通じた林業局、林場

ステーションの技術 C/P、試験施工地の農

民等が技術を習得している。独自治山工事

は未実施だが計画がある。 

独自の施工は実施される見込

み。（四川省林業庁プロジェ

クトの優先 5 区。） 

北川県林業局 試験施工・技術研修を通じて林業局、林場

ステーションの技術 C/P、試験施工地の農

民等が技術を習得している。JICA 予算で

試験施工地内 0.08ha の治山工事を独自に

実施した。 

独自の施工が今後も継続され

る見込み。（四川省林業庁プ

ロジェクトの優先 5 区。） 

茂県林業局 2011 年 12 月、第 3 回 JCC で C/P 機関だが

プロジェクトエリアには含まないとして

追加が承認された。 

2012 年度に試験施工をアウ

トプット２（技術開発）のプ

ロジェクト活動として実施予

定。（四川省林業庁プロジェ

クトの優先 5 区。） 

彭州市林業局 2011 年 12 月、第 3 回 JCC で C/P 機関だが

プロジェクトエリアには含まないとして

追加が承認された。 

プロジェクトチーフアドバイ

ザーは、今後プロジェクト予

算内で実施できればアウトプ

ット２（技術開発）の試験施

工の実施も検討。 

（情報源：中間レビュー調査結果より） 

 

２－３ 実施プロセスの検証 

プロジェクトの実施プロセスにおいては、以下のような状況が確認された。 

 
(1) 計画との比較 

 綿竹市清平郷のパイロットサイトで土石流が発生した。計画策定後の試験施工が実施で

きなくなったため、新たに試験施工地をパイロットサイト外に選定し、工事を実施した。 
(2) 技術移転の方法 
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 プロジェクト前半はアウトプット２の活動を他に優先して実施した。これは林業分野の

「治山」理解促進のため、「試験施工地」を「治山モデルの展示」として機能させるも

のであった。 

 前半のプロジェクと活動は、新しい「治山技術」の移転が中心だったため、日本人専門

家が主導で行われることが多かった。 
(3) モニタリング・システム 

 プロジェクトの進捗管理モニタリングは、半期に一度チーフアドバイザーにより「事業

進捗報告書」が作成され、中国側と協議した上で、定期的に報告されている。しかしな

がら、活動詳細計画表（PO）が年度毎(APO)に作成されていないこともあり、半期ごと

の報告が PDM の活動→成果→プロジェクト目標→インパクト（上位目標）に沿って書

かれていないことから、モニタリングシート機能が十分に活用されていなかった。 
(4) 意思決定過程 

 JCC においてプロジェクトの計画の変更が承認された。第 1 回 JCC/PDM の活動、ア

ウトプット、指標を確定、C/P 機関に、四川省林業幹部学校を追加。第 3 回 JCC：C/P

機関に、茂県林業局、彭州市林業局を追加。プロジェクト前半で、何よりも治山技術の

認知度を広げることが重要との知見が得られたため、プロジェクトエリア外ではあるも

のの、茂県にデモンストレーション効果の極めて高い試験施工地を設けることとされた。 

ただし、これらの変更に係る PDM の改定（2011 年 12 月以降）が行われていない。 

 定例会議は、原則週に 1 回、林業庁国際合作処 C/P と日本人専門家とで開催している。 
(5) オーナーシップ 

 2012 年 6 月より四川省林業庁では「四川省震災地植生復旧試行・モデル」を開始した。

選定市・県は JICA プロジェクトとほぼ重なっており、プロジェクトで習得した「治山

技術」を活用して中国側で独自の施工を実施する試験的なものという位置づけである。 
(6) 連携協力体制の構築 

 北京林業大学（研修講師、専門書の翻訳、北川県試験地でのデータ比較等）の連携協力

が 2011 年より開始されている。なお、北京林業大学は国家林業局、水利、国土資源の

「治山」部門とも関係が深い。 

 福建大学、中国科学院成都山地災害研究所との、試験施工地の土壌変化状況調査におけ

る連携協力により、工法の科学的データの裏付けが得られる見込み。 
(7) その他プロジェクトをとりまく状況 

 中国側は「治山技術」そのものを、林業部門が実施していくかどうか、まだ政策決定し

ていない状況である。プロジェクトの実施によって、震災後森林植生復旧において「治

山技術」が有効であることが認識され始めた。 
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第 3 章 評価 5 項目による評価 

 

３－１ 妥当性 

プロジェクト実施の妥当性は現時点でも高い。 

プロジェクト目標及び上位目標の妥当性は、対象地域・社会、及びプロジェクトのター

ゲットグループのニーズにおいては、プロジェクト開始後実施している試験施工の「治山

モデル」により更に高まっている。また中国及び四川省の震災後の森林植生復旧政策とし

て「国家汶川地震復興再建総体計画」「四川地震災害後林業生態回復と再建計画」がある。

2012 年 2 月、四川省政府から「復興完了宣言」が出されたが主に省内の道路・都市再生等

基盤整備に関するものであり、被災森林の植生復旧についてはまだこれからという段階で

ある。四川省政府では、林業部門による「治山」実施の政策決定はいまだされていない状

況ではあるが、試験施工の「治山モデル」によって治山技術の必要性は認識されることと

なり、四川省林業庁は独自に「四川省震災地植生復旧試行・モデル」プロジェクトを 2012

年 6 月より開始し 39 重点被災市県で治山技術を利用して森林植生復旧工事を実施するとこ

ろである。今後、林業部門が森林植生復旧を目的とする治山を実施する政策が明確になれ

ば、「治山技術」普及における財源の課題（緑化コストの約 10 倍）も解決が期待できる。 

日本側政策との整合性は、外務省「対中国国別事業展開計画」（2010 年 8 月）でも、援助重

点分野の中の【特別課題】として四川省大地震復興支援プログラムがあり現在でも妥当性

は高い。 

なお、2000 年から 2007 年まで実施された技術協力プロジェクト「四川省森林造成モデル

計画」でも簡易工法による治山、斜面整備等が行われたことと、本件との整合性について

は、簡易工法による治山は 2004 年から追加された活動であり、技術の検証までには至って

いなかった。また、事業事前評価表には「対象地の自然類型が相対的に単純であり、整備

対象地も過放牧や工作過多に伴う均一的な表層浸食地が中心であったのに対して、今回の

四川大地震に伴う森林被害では、被災地域の地理的条件が多様なため、それぞれの条件に

対する的確な対策の見極めが難しく、また中国ではかつて経験したことがない大規模の森

林植生破壊に対し、植生回復の技術や管理能力が不足している状況にある。」との記述があ

り、このような状況から本プロジェクト実施が日本側で承認された経緯があったものと思

われる。中間レビュー調査においても、技術 C/P から、施工箇所選定時の、「土壌、岩盤等

の安定評価」「施工方法の選択」は最も困難な技術であり、日本人専門家からこれらの技術

習得も強く望んでいることが確認された。 
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３－２ 有効性 

有効性は高い。 

計画された各アウトプットは、３－２プロジェクトの実績で達成状況を確認したとおり、

それぞれほぼ計画どおりの進捗と効果を発現している。また、プロジェクト目標もこれら

アウトプットの貢献により既に中程度まで達成されていることが確認された。プロジェク

ト後半では、アウトプット２の技術指針の作成等による植生復旧技術体系の確立、アウト

プット３の技術研修で実施される「治山専門技術者コース」での治山技術者育成、新しい

治山技術の「カリキュラム」「研修テキスト」作成・改訂及びこれらに係る C/P が決定し技

術能力の向上などが予定されている。これらが計画どおり実施され達成されれば、プロジ

ェクト終了時までのプロジェクト目標達成見込みは高い。 

中間レビュー時点までの、プロジェクト目標への貢献で特筆すべき要因として、アウト

プット２の活動で実施された治山工法確立のための試験施工地が、「治山モデル」として機

能していることである。この「治山モデル」が林業関係者及び省・市・県幹部の「治山」

に対する概念を大きく変えることになり理解を促進した。これにより、プロジェクト目標

の指標の 1 つ「各プロジェクトエリアの関係機関が独自に被災森林植生復旧工事を 1ha 以上

実施する。」の達成度に貢献していることが確認された。 

 

３－３ 効率性 

効率性は中程度である。 

各アウトプットの達成状況は、プロジェクトの投入に照らしおおむね適切である。貢献

した要因として、C/P 機関の積極的な姿勢と地元住民の積極的な参加により、治山試験施工

が効果的に進んだ。また、地元の関連技術を採用し、地元の熟練者、地元の資材を使用し、

コストの低減につながったこと、中国側の経験が生かされたこと（治山施工にあたり、林

地所有者との調整、省林業調査規画院の図面データ処理の技術と経験等）が挙げられる。

なお、各投入の適切性については次のとおりである。C/P 配置については、市・県 C/P 機関

は被災による人員不足の中最大限の努力がされた。2000 年から 2007 年まで四川省林業庁で

実施された技術協力プロジェクト「四川省森林造成モデル計画」の元 C/P の活用について

は、これまで技術研修の講師として 1 名が活用されたのみである。 

専門家派遣については治山設計/治山施工長期専門家 1 名が 3 つの県市に対応するのは困

難で計画が適切でなかった。日本からの供与機材は、4WD車/ピックアップトラック計 8台、

PC、教学用プロジェクター等であり、おおむね適切に使用されているが、中にはこれまで

使用度の低いもの（ビデオカメラ）等があった。C/P 本邦研修については、幹部及び技術者

が研修員として 25 名参加し、中国では経験のない林業分野治山事業の全体的理解を深める

こととなった。このうち帰国後の貢献のないものが 2 名、異動は 1 名あった。ローカルコ

ストについては、プロジェクトが実施する治山試験施工の費用、技術研修の費用を日本側

が、C/P 活動費、プロジェクト事務所費用は中国側が負担した。中国側では、市・県独自予
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算による治山工事が開始されている。 

 

３－４ インパクト 

上位目標達成の見込み 

上位目標：「四川省の震災跡地において、被災森林植生の復旧事業が持続的・自立的に行わ

れる。」 

表３－１ 上位目標の達成状況 

指標 現状 達成度* 

1. 震災地区における森林植生復旧

面積 30.6 万 ha を達成する。 

26.3 万 ha を復旧  

（人工造林 8.89 万 ha、実播 1.34

万 ha、封山育林 16.07 万 ha） 

高 

上位目標の達成度  （高） 

*「高」は、指標に示された目標値に十分達していることを示す。「中」は、指標に示され

た目標値に部分的に達していることを示す。「低」は、指標に示された目標値に全く達して

いないことを示す。「データなし」は、指標に示された数値が入手できないことを示す。 
 

上位目標の、「治山技術」の普及については、林業分野で他に実施しているところはなく

プロジェクト実施による貢献が見込まれる。また、四川省内その他市・県への普及につい

ては、中国側独自の事業実施は不可欠であり、四川省林業庁は独自に「四川省震災地植生

復旧試行・モデル」プロジェクトも開始されたところである。このような状況は確認され

ているものの、中間レビュー時点で上位目標達成の見込みを判断するのは時期尚早であり

見極めは困難である。 

 

【上位目標指標についての提案】 

上位目標の指標は、直接的にプロジェクトの貢献が測れるものがよりふさわしい。現在

の指標は、プロジェクト中間地点であるにもかかわらず、高い達成度(目標 30.6 万 ha に対

し、現時点で 26.3 万 ha を既に達成している)を示しており、プロジェクトによる貢献度が

低い指標となっている。封山育林なども含まれていることから、早期に修正されるのが望

ましく、調査団が提案する指標は次のとおりである。 

指標修正案：「震災地区においてプロジェクトの技術を使用した森林植生復旧面積がプロ

ジェクト終了後 3 年までに XXha に達する。」 

 

その他プラスのインパクトが以下のとおり確認された。 

・プロジェクトの試験施工において工事に雇用された地元住民（土地使用権者含む）が治

山施工技術を習得した。 

・プロジェクトの施工に雇用された地元住民の現金収入が向上した。 

・プロジェクトの植樹祭等により、地元企業、大学生、NGO 等地域の団体と交流がされた。 

負のインパクトは中間レビュー調査においては特に確認されなかった。 
 

17



 

３－５ 持続発展性の見通し 

持続発展性は、プロジェクト終了時の状況から判断されるものであり中間レビュー時点

ではその持続性を判断するのは時期尚早だが、以下のような現状が確認された。 

「制度・政策的持続発展性」については、林業分野として初めて治山施工した「治山モデ

ル」は、被災森林植生復旧に大きな効果があった。四川省林業庁では、JICA プロジェクト

と並行して独自のプロジェクト「四川省震災地植生復旧試行・モデル」により被災 39 市県

を対象に開始した。先行して実施する市・県は 5 区でうち 4 区が JICA のプロジェクトエリ

アと重なっており、JICA プロジェクトで習得した「治山技術」を活用して中国側で独自の

工事を実施する試験的なものという位置づけである。また、四川省林業庁は林業分野にお

ける治山事業の実施について政策決定のための「技術基準」（例えば国家基準）づくりにも

取り組みたい意向を強く持っている。しかしながら、四川省政府は林業分野で「治山」を

実施するという政策決定をしていない。 

「技術的持続発展性」については、技術系 C/P はプロジェクト終了までに治山専門技術

者として育成される見込みは高い。とはいえ、後半のプロジェクト活動において、それら

の新しい「治山技術」を使って「どこの機関」の、C/P のうち「だれが」、プロジェクトエ

リア外への技術指導、技術指針作成、研修カリキュラム作成、研修テキスト作成・改訂を

担当することになるのかが明確にされなければ、プロジェクト終了後の技術的持続性も担

保されるものではない。 

従って、プロジェクト効果の「組織的持続性」、治山技術普及のための「財政的持続発展

性」については、四川省政府の政策決定が待たれるところである。 
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第 4 章 提言・教訓 

 

４－１ 提言 

４－１－１ プロジェクト（C/P 機関及び C/P、日本人専門家）への提言 

(1) 「四川省震災地植生復旧試行・モデル」プロジェクトへの積極的参加 

今年度から四川省において実施される「四川省震災地植生復旧試行・モデル」プ

ロジェクトの成功は、本プロジェクトの技術移転状況の確認につながるだけでなく、

治山事業に係る政策決定に良い影響を与え、本プロジェクトの上位目標達成につな

がる。 

また、当該事業の実施を通じて、林業庁等の体制整備や造林困難地の緑化などに

積極的な影響を与える。プロジェクトとしても当該事業と密に情報共有を行うとと

もに、助言などの貢献をする。 

(2) 活動ごとの担当 C/P の決定 

プロジェクト後半に行う主な活動について、どの C/P が担うのか林業庁 C/P と協

議し、整理する。（例えば、四川省に適した施工方法の検証、体系的技術指針等作成、

研修カリキュラム及びテキスト作成など） 

(3) 求められる技術能力の明確化と更なる技術移転 

プロジェクト目標に示されている「技術能力」は、C/P ごとに異なることから、各

C/P 機関の役割、対象 C/P、向上すべき技術能力、向上の程度をプロジェクト内で確

認した上で、適切に C/P の能力向上を図る。特に、C/P から要望があった施工選定の

「土壌、岩盤等の安定評価能力」「施工方法の選択」などについての能力向上を図る

とともに、安全管理については引き続き重視する。ビデオカメラを有効活用して、

ビジュアルな研修資料・教材をつくる。 

(4) 林業幹部学校における研修 

治山研修については、プロジェクト期間中は、プロジェクト予算を活用して省林

業幹部学校で実施されている。今後、治山の政策的な位置づけが明確になれば、プ

ロジェクト終了後には、省予算を使った治山研修の実現も可能と考えられる。当面

は、例えば、林道など森林土木の素養のある国有林場職員が将来的に治山工事の「管

理・監督」を請け負える能力を高めるため、現在省林業幹部学校で実施している国

有林場研修等の一部として、治山にかかる研修を加えるよう働きかける。 

(5) 新たな工種工法の導入 

斜面の土砂移動を抑える金網工や、乾燥地・急傾斜地や石礫地での木本の活着を

高めるための新たな植栽技術（束植え、列状密植、バイオブロック）を試験的に導

入する。 

(6) 他の JICA プロジェクト成果の活用 
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「四川省森林造成モデル計画プロジェクト」で開発されたコンテナポット苗生産

技術を本プロジェクトで活用している。また「中国西部地区林業人材育成プロジェ

クト」の研修成果を治山技術研修に活用している。今後も同様に他のプロジェクト

等の成果という資源活用に努めることが望ましい。 

 

４－１－２ 日本側実施機関 JICA への提言 

(1) 長期専門家の支援強化 

長期専門家の支援のため、プロジェクトの状況を適切に把握し、必要に応じて短

期専門家の派遣等を検討する。 

(2) プロジェクト成果の PR 

中国の中央政府、四川省以外の地方政府の幹部や職員の治山に対する理念の転換、

更には日中友好に資するため、機会を捉えて当プロジェクトの成果を中央政府等に

一層 PR するとともに、引き続きセミナーや植樹祭などの開催を支援する。 

 

４－１－３ 中国側実施機関への提言 

(1) 中央政府等への PR 

治山事業が安定的に実施されるようになる（持続発展性の確保）には、林業部門

が治山を実施するという国の政策決定が重要であることから、本プロジェクト及び

「四川省震災地植生復旧試行・モデル」プロジェクトを成功に導き、具体的な事実

を根拠として、中央政府や他の地方政府等に対し機会を捉えて治山技術のPRを行う。 

(2) JCC メンバーの追加 

中国において治山事業を通常業務として実施することになった場合、事業の管理

部署として国家林業局造林司が想定される。造林司に治山事業についての理解を深

めてもらい、またプロジェクトが造林司から必要な助言を得るため、造林司を JCC

メンバーに追加するよう調整する。 

(3) 関連基準策定の促進 

四川省林業庁はプロジェクトを実施するとともに、治山に関する技術規格等を整

理し、日本の治山技術規格及び基準を参考にしたうえ、関連の地方基準を作成し、

それをもって国家林業局に関連の国家基準の作成を提言することが望ましい。 

 

４－２ 教訓 

(1) 新しい概念を導入する場合の初期の取り組み方法 

林業分野における「治山」という理念がなかった中国において、まずは試験施工地

をデモンストレーションに最大限活用したこと、また、比較的簡易な工法を段階的に

伝え実施者の自信を引き出したことは、政府幹部、関係者の理念の転換に対し非常に

有効であった。 

(2) 短期専門家派遣と訪日研修の関連付け 

昨年度派遣された短期専門家に、訪日研修の際にも講義を行ってもらったところ、
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講師はプロジェクトの内容や現地の状況をよく理解しているので、非常に効果的な研

修となった。投入の際には、このような相乗効果も考慮して計画することが望ましい。 

 

４－３ PDM の改訂 

合同評価調査団は、中間レビュー調査結果を踏まえ、PDM の一部改訂を資料 3「合同評

価報告書」別添 4 の「PDM 改訂案（PDM Ver.3）」のとおり提案した。 
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第 5 章 所感 

 

５－１ 技術団員所感 

プロジェクトの試験施工地を調査し、また関係者の話を聞いて、その所感及び四川震災

後の被災地の山腹の復旧における治山事業がより効果的、効率的に実施されるための提案

を次に示す。 

 

５－１－１ 状況 

中国において日本での治山に相当する事業を見てみると、砂漠緑化や黄土高原での森

づくりは日本の治山と考え方や技術に共通性がある。しかしなから日本において多くみ

られる崩壊した山腹や荒廃した渓流の安定化を図る分野は林業担当分野としてはほとん

ど手をつけていない分野である。 

当該プロジェクトでは中国の林業分野が対象としていなかった崩壊した山腹を安定さ

せて樹林化を図ることを目的としており、2 年間の実績を見ると施工地は安定化し植栽木

の成育もほぼ順調である。 

 

５－１－２ 関係者評価 

事業施工地に対して、施工地域の林業関係幹部や県、市の幹部は賞賛しており、プロ

ジェクトへの評価も高い。 

 

５－１－３ プロジェクトの政策への反映 

従来、林業分野では対応できないと考えていた崩壊地を森へ復元できるという考えを、

林業技術者に植え付けたことは山地の保全、樹林化を図るうえで大きな意義がある。そ

の一例として四川省の林業政策において治山を事業の 1 つとして実行することを検討し

ている。まず簡単な材料と工法で始めたことがその大きな要因である。今後、コンクリ

ートなどの高価な材料を用いて事業を進めていくことにつながる一歩になるものと考え

る。 

 

５－１－４ 技術内容について 

(1) 工作物 

鉄線枠工、土嚢積み工、竹柵工（半割仕様と丸ごと仕様）、木柵工を主な工種として

これらを組み合わせて斜面の安定を図っている。基本は鉄線枠工を基礎に使い土嚢積

み工と柵工を交互に設置している。石、礫が多いところや急斜面では鉄線枠工を斜面

中腹に適宜設置して斜面の安定を図っている。 

この組み合わせをどのようにするかは、C/P にとって難しいとのことである。また水

処理の関係で工事後、崩れたところがあり雨量が多い時期の山腹面を通過する水の取

扱方も重要な検討項目である。 
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これら治山の基本的な考え方について技術指針として整理していくことが今後の重

要な課題である。 

今年から綿竹の清平郷のエリアで大規模な植栽を林業局は計画しており、そのモデ

ルとしてプロジェクトで幾通りかの工種を検討しており、既に丸太のり枠工と土嚢積

み工を並べて設置している。これらに加え、金網伏せ工も新たな工種として試してみ

ることを提案する。材料の入手が容易であり、施工も難しくない。この工種は他の施

工地でも斜面の表面の土砂が移動して植栽が困難なところでも試して見ることを提案

する。 

(2) 植栽工 

植栽木はニセアカシア、ラジアータパイン、クスノキ、カエデ、ヤナギ、コノテガ

シワやビワ、クルミなど果実が収穫できる木など多様な樹種を ha 当たり 5,000 本で植

えている。 

コノテガシワの植栽ではポットをつけたまま植えている例が見受けられたことから

植栽方法には厳しく注意をしていた。 

石、礫が多いところや乾燥しやすいところでの植栽には苦労をしているようであり、

上記のように多様な樹種の植栽から適木を探す努力をしている。 

日本や JICA のプロジェクトで成功している例を参考に、苗木を 3 本ぐらいまとめて

植える束植えや列状密植、バイオブロックによる植栽方法を試してみることを提案す

る。 

また、治山事業ではしばしば活用する挿し木によるヤナギの導入も提案する。ヤナ

ギは既に苗木として植栽しているのでさし穂は大量に安価で入手することが可能であ

り、かつ施工も容易なので挿し木による方法が成功すると植生回復の手段として大き

な武器になる。 

 

５－１－５ 技術者の育成 

治山技術の移転を図るうえでの現場技術者の育成も順調にされているようである。 

治山技術の能力を高めるために座学での研修と現地で研修を組み合わせている。 

中国では座学が重んじられ現地で研修が軽んじられる傾向があるので現地での実習を

含んだ研修が根付くように引き続き努力してもらうことを期待する。 

このような治山の研修考え方をマニュアルとして残すことを提言する。 

参考に西部地区林業人材育成プロジェクトで作成した研修概論を提供した。 
 

５－１－６ 関係資料の提供と日中プロジェクト関係者への技術アドバイス 

技術的観点から関係資料をプロジェクトの日本人専門家に提供するとともに、提案内

容についてパワーポイント資料で日中関係者へアドバイスを実施した。（資料 5） 
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５－１－７ 3 地区の状況、所感 

(1) 汶川県施工地 

汶川の 2010 年施工地は病院裏の道路沿いにあり、工事中の道路の通行に支障が無

いように実施したところである。35 度程度の急傾斜であり、小石混じりの土は滑り

やすいが、現地の作業員はこのような環境には慣れているので思ったような心配は

なく施工できたとのことである。しかしながら全体に言えることであるが、安全に

作業をすることに一番配意しているとのことであった。 

工事は練り石積みの土留工を基礎に、鉄線枠土留工を適宜配置してその間を土嚢

積みして山腹の安定を図り、ラジアータパインとニセアカシアを春に植栽して完成

としている。 

練り石積工と鉄線枠土留工では石を積む技術を必要とするが、この地域には石積

みを得意とする作業員が多くいて、難なくできたようである。鉄線枠に使う石は施

工地内の石を使っており、中詰めの石の収集には問題なかったようだ。土嚢を積む

作業は簡単に覚えられる作業なので、いずれの工法もすぐに現地で使えて、費用も

比較的安価にすむのでこの地に合った工法である。 

鉄線かごや土嚢等の材料や必要な道具についてはすべて専門家が探し、注文した

ので、軌道に乗るまでは随分苦労したようである。 

2011 年の施工地も同じ工法で取り組んでいるが、更に日本企業の鉄製の自在枠 2

種類を試験施工している。規格がしっかりしているので経費的に採算がとれるよう

にして日本企業も進出してきて欲しいものである。 

ここは施工範囲が広く高さが 300ｍぐらいあり、石が多くあるので上下作業や安全

には相当気を配っていて、日本人専門家が終日張り付いて作業を指導したとのこと

である。 

全員地元の作業員であったが問題なく出来ていた。ここには林場ステーションの

職員が 3 人張り付いて監督の仕事をしたとのこと。技術の伝達の観点からは中国側

の姿勢は評価できる。 

(2) 綿竹市施工地 

ここでは 2 カ所を視察したが、いずれも同じ工法で実施していた。汶川に比べ石

礫が少ないので基礎工は鉄線枠土留工を山腹下部に施工し、上部は竹を横につない

だ柵工と土嚢積み工を交互に施工して山腹の安定を図っていた。 

鉄線枠土留工はどこでも共通した方法で実施している。土嚢積工はここでは竹串

を刺して地面と一体化させている。（汶川では石が多いので鉄筋をカットした鉄串を

使っていた） 

また竹を柵工で土砂流出防止に横工として使っていた。竹は手に入り易く加工が

容易で持運びが鉄に比べ格段に楽なこともありまた一定程度の耐久性も期待できる

ので、地元にとってはこの工法を普及する上で好条件の材料である。 
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施工した箇所には植栽を実施しており、早晩、緑で覆われると推測できる。 

作業が容易であり、また C/P も熱心なことから順調に工事が進み、隣接した箇所

では、EUの有償資金を借りてプロジェクトと同じ工法で山腹工事を実施していた。 

 

(3) 北川県施工地 

北川県の施工地は綿竹と同様な工法で実施してある。綿竹市の施工地でもそうで

あったが、水の流れる沢地形のところは水路工をつくり浸食されないように、鉄線

枠工を要所に施工している。ここでは、設計から施工までカウンターパートにすべ

て任せた施工を試みていたが、問題なく施工していた。 

2011 年施行地の続きの箇所に、国土資源部が整備したところが、2011 年の雨で洗

掘され土砂の流出が見られるところがあった。北川県の林業局からの要望により今

後プロジェクトで施工するところである。 

沢筋に、鉄製枠工を連続して設置して、水の流れを制御し浸食を押さえ、また末

端部での水を水路工などで川まで流す計画である。 

今までの山腹工的な施工に比べ渓間工的な要素を多く入れて実施するので新たな

技術的な展開になり、プロジェクト後半期間における中国側への技術移転の大きな

目玉になる。 

 

５－２ 団長所感 

５－２－１ 試験地の施行 

第 1 回研修における中国側からの最初の質問が「なぜ、林業部門が治山を行うのか」

であったこともあり、中国ではまず実際に治山工事を施工し、効果をデモンストレーシ

ョンすることが何より重要と実感した専門家は、試験施工地については、被災森林植栽

復旧計画（いわゆる「全体計画」）の内外にかかわらず、観光施設の正面など人目に付く

場所にある崩壊地を中心に選定した。 

1 年目の施工が終わり、2 年目には試験施工地の状況を目にした市・県幹部などの指示

等も背景に、プロジェクトで得た技術を試してみるため、綿竹市、北川県では自ら治山

工事を実施した（汶川県では 2012 年に計画）。特に綿竹市では、独自に予算（欧州基金、

小渕基金など）を手当てして実施した。当初の施工結果は、彼ら自身が認めるように、

プロジェクトの施工地と比べると技術的に差があったが、プロジェクトが企画した交流

会で担当者同士がお互いの経験・問題点を指摘しあうなどにより、着実に向上した。北

川、綿竹では、自信を持った現場 C/P から、他の工法も試したいとの要望が挙がる程に

なっている。（この要望に対しては、今年度は、法枠工、流路工などに取り組むこととし

ている。） 

課題を挙げれば、現場では、実際にどの工法を選択するかを見極めること等が重要で

あるが、担当者はこれらの見極めが難しいと述べており、今後担当者のこの能力をより
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高めていく必要があると思われる。そのためには、プロジェクト後半で 2 院（四川省林

業調査規画院、四川省林業科学研究院）に、プロジェクト専門家に代わることのできる

ような技術者を養成し、市・県の担当者を指導できるようにすることが重要である。 

 

５－２－２ 政策上の動き 

2012 年には四川省林業庁では、プロジェクトで得られた技術を自ら試して費用や効果

などを実証し、治山技術が政策的に認知されるよう、州内 39 の被災市県を対象に「四川

省震災地植生復旧試行・モデル」事業を行うこととしている。ちょうど、中間レビュー

期間中に、39 市県を招集した同事業のキックオフミーティングが開催された。 

このモデル事業が実施されることとなった背景には、これまでのプロジェクトによる

試験施工、プロジェクト対象市県での独自施工のデモンストレーション効果、訪日研修

などにより省上層部の治山に対する認識が高まったことなどが功を奏し、治山技術に対

する一定の認知がなされたためと考えられる。 

このモデル事業の実施を通じて、治山技術に対する省政府をはじめとする省内政府に

政策的な認知が更に進むとともに、治山工事のための単価（これまでの緑化単価とは桁

が異なる）が認められ予算の要求がしやすくなること、治山事業が正式に位置付けられ

れば州予算を使った治山研修の設定も容易になることが期待される。 

プロジェクトとしては、本モデル事業と密に情報共有・情報交換を行い、助言をする

などの貢献をすることが必要と考えられる。 

 

５－２－３ 研修 

治山研修については、プロジェクト期間中は、プロジェクト予算を活用した治山研修

が四川省林業幹部学校で実施されている。今後、治山の政策的な位置づけが明確になれ

ば、プロジェクト終了後には、省予算を使った治山研修が実現すると考えられる。当面

は、現在林業幹部学校で実施されている国有林場研修等の一部として、治山に係る研修

を加えるよう取り組むこと等が有効と考えられる。 

特に、林道など森林土木の素養のある国有林場職員が治山技術を習得すれば、将来広

範囲に工事が行われるようになった場合にニーズが高まる「工事の管理・監督」業務を、

市県から「請け負う」ことも可能となると考えられ、財政的に厳しい国有林場経営に資

することも可能と考えられる。 

 

５－２－４ 技術指針 

技術指針については、現場からは「これに従えば治山工事が可能となる」というよう

なマニュアルの作成が求められている。プロジェクト後半では、プロジェクト終了後当

該作業を担うであろう両院と連携しながら、両院と共同でマニュアルや研修テキストな

どの作成にあたる必要がある。 

また、四川省林業庁では、治山を林業部門が行うこと、治山の単価が高いことなどを
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中国全体で明確にすることを目的に、治山に係る国家基準（GB 基準）が作成されること

を望んでいる。そのためには、まず、四川省の地方基準を作成した上で、国家林業局に

対し国家基準を作成するよう提言する必要がある。プロジェクトとしても、日本の治山

基準等の情報を提供するなど、この取り組みに貢献していく必要がある。 
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中国四川省震災後森林植生復旧計画プロジェクト 中間レビュー調査日程 

  日 曜日 
畑（総括）、田所（治山技術） 

岡本（協力企画）（3 名） 
高橋（評価分析）（1 名） 

1 5 月 30 日 水   

09:25：羽田発（NH1255） 

12:20：北京着 

15:00～：事務所打合せ（JICA 事務所内） 

2 5 月 31 日 木   

9:00～11:00：北京林業大学インタビュー 

北京 12：00→成都 14：55 CA4114 

16:00～18:00：専門家インタビュー 

3 6 月 1 日 金   
関係者インタビュー 

（四川省林業庁、設計院、林業幹部学校等） 

4 6 月 2 日 土   インタビュー取りまとめ 

5 6 月 3 日 日 
17:35：成田発（NH947） 

22:20：成都着 
インタビュー取りまとめ 

6 6 月 4 日 月 

am：専門家との打合せ 

13:00～15:00：合同評価メンバー打合せ（調査方針、内容等の説明） 

15:00～17:00：関係者ヒアリング 

7 6 月 5 日 火 

成都→茂県移動：現地調査（茂県） 

茂県→汶川県移動：現地調査（汶川県） 

汶川県→成都移動 

8 6 月 6 日 水 
成都→北川県移動：現地調査（北川県） 

北川県→綿竹市移動 

9 6 月 7 日 木 

現地調査（綿竹市） 

綿竹市→彭州市移動：現地調査（彭州市） 

彭州市→成都移動 

10 6 月 8 日 金 団内打合せ／合同評価報告書案作成 

11 6 月 9 日 土 合同評価報告書案作成・翻訳 

12 6 月 10 日 日 
am：合同評価報告書案修正・翻訳 

13:00：合同評価報告書案に対する専門家との意見交換、合同評価報告書案修正・翻訳 

13 6 月 11 日 月 
am：合同評価報告書案修正・翻訳 

14:00：合同評価報告書案に対する中側関係者との協議、合同評価報告書案修正・翻訳 

14 6 月 12 日 火 
am：合同評価報告書最終版翻訳 

15:30-17:00：評価総括会（評価結果の報告、報告書署名） 

15 6 月 13 日 水 
成都 10：00→北京 12：30 CA4107 

15:00～16:00：事務所報告（JICA 事務所内） 

16 6 月 14 日 木 

9:30：国家林業局造林司表敬 

15:45 北京発（NH1256） 

20:10 羽田着 

付属資料11　調査日程表

31



 



主要面談者一覧表 

 

【国家林業局】 

造林司 高級工程師 曽 憲芷 

 

【北京林業大学】 

水土保持学院 教授 趙 廷寧 

 

【四川省】 

林業庁 総工程師 駱 建国 

林業庁 副庁長 包 建華 

林業庁国際合作処 処長 王 鴻加 

林業庁国際合作処 副処長 張 黎明 

林業庁国際合作処 主任科員 陳 思慧 

林業庁造林処 副処長 蒋 大勇 

林業庁科学技術処 副処長 呉 宝珍 

林業庁弁公室 主任 陳 宗遷 

林業庁人事教育処 副処長 劉 朝勇 

林業科学研究院 研究員 鄢 武先 

林業調査企劃院 副総工程師 桂 林華 

林業幹部学校 校長 銭 小明 

林業幹部学校 研修主任 劉 暁宇 

 

【茂県】 

林業局 副局長 王 聡清 

林業局 規律検査組長 胡 華平 

林業局 工程師 張 強 

林業局 工程師 坤 清海 

林業局 工程師 陳 峰 

林業局 工程師 支 再沢 

 

【汶川県】 

林業局 副局長 彭 勇森 

林業局 緑化造林股長 黄 斌 

林業局 産業股長 李 曲 

棉す林業工作ステーション 副ステーション長 陳 熊 

2　主要面談者一覧表 付属資料2
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【北川県】 

林業局 局長 蒋 立彬 

林業局 副局長 楊 開武 

林業局 主任 黄 立双 

林業局 技術者 林 現君 

 

【綿竹市】 

林業局 局長 舒 実 

林業局 副局長 張 義軍 

林業局 造林ステーション長 唐 礼貴 

林業局 技術者 劉 徳斌 

林業局 技術者 李 偉 

 

【彭州市】 

林業局及び保護局 局長及び党委員会書記 汪 万友 

保護局 副局長 余 暁霞 

保護局 事務局主任 曽 彦 
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面談記録 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日時：5 月 31 日（木） 9 時～10 時 

場所：北京林業大学 （水土保持学院） 

目的：プロジェクト協力内容 

面談者：趙廷寧教授 (「治山緑化」の第一人者) 

調査団：高橋佳子、李春燕（通訳） 

 

質問項目： 

１． 協力の経緯とその内容 

Ｑ：協力の経緯は。 

趙教授：もともとは四川省の林業科学研究院が申請した「林業公益性業種についての科学研究、

テーマ：四川省震災後植生復旧及び持続的な発展に関わる重要技術研修とパイロットプロジェ

クト（期間：2011～2015）」の実施にあたり、国家林業局から北京林業大学の趙先生（緑化の第

一人者）に、北川県のサイトを大学として担当して一緒に研究をするようにとの話があった。国と

しては、今後全国で研究結果を同じような条件の地域に適応させようという意図はある。従って、

最初は四川省林業科学研究院とのやりとりで始まり、JICA プロジェクトとは交流がなかった。ただ、

日本の高い治山技術に興味があったので、専門家とぜひ交流したいと思っていた。交流の開始

は、2011 年 8 月の成都で開催された第 5 回研修の講師として呼ばれ 4 名が講義をした。2012

年 5 月の第 8 回研修には、学生 3 名が参加した。 

Ｑ：主な協力の内容について（講師、専門書翻訳、北川県試験施工地での工事） 

趙教授：治山の専門書の翻訳（プロジェクトと契約書を交わす）もした。2011 年に大学が実施した

調査、測量、設計では PJ 専門家と案を交換しあって参考意見とした。また、大学が測量した図

面も、C/P 機関の四川省林業庁を通じて PJ 専門家へ渡している。北川県の試験地では、隣接

する場所で大学も試験をするので、データの比較もできる。 

 

２．「治山技術」の普及について 

Ｑ：国家林業局の「治山技術」についての政策は。 

趙教授：国の事業としては「治山」と「緑化」。「緑化」は 1ha あたりの投入が少ないので、プロジェクト

が実施する日本の「治山技術」はコストが高く、他の場所に適応させるのにはコスト的に無理があ

り、普及には時間がかかる。ただ、「被災地復興」や「鉱山の復旧」は予算が別にあるので、「治

山技術」を適応させる可能性は高い。また、「全国緑化委員会」というものがあり、他の省庁（水利、

土木）も緑化にかかわっている組織がある。この委員会は、国家林業局と同格だが、事務職は林

業局の中にあるというかたち。この中で、水利や土木が単位面積当たりの投入コストが高いので、

この「治山技術」を使うということもある。林業分野だけが使わなくても、水利や土木で活用すれ

ばもっと広く普及する。 

付属資料44　面談記録
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また、8 月に実施するシンポジウムでは、8 月 21 日は林業分野のみの会議を計画しているが、そ

の前日の 8 月 20 日には、林業以外の関係者にも来てもらい準備会議を開催する予定にしてい

る。大規模になったが、参加者のレベルも上がり、広報としてもよくなるはず。中央テレビ台

(CCTV－７)が科学的なドキュメンタリーとしてこの四川省での「治山技術」を科学的な切り口で番

組にすることも現在相談中だ。 

Ｑ：県・市レベルにとってはまだ「コストが高すぎる」ということらしいが、そこは大きな課題か。 

趙教授：高いレベルの人の判断（「治山技術」活用）があり、下の組織にお金が流れる。いつもその

ような決定で予算が決まるので、下の組織はいつ予算がくるか情報が十分あるわけではない。上

の人の決定を知らず、そのような予算がなければ、「コストが高すぎて実施できない」ということに

なる。 

日中両国では行政区分の違いがあり、日本は上流と下流というように林業と水利で分けられてい

るが、中国では林業、水利、国土資源の３つが複雑に分担して投資しているのが、現状。しかし、

３つがまとまれば大きな投資となる。地方では３つが一緒にやることも多い。また、「治山事業」に

おいては、林業、水利、国土資源の３つで「合同申請」も可能で、申請額によって国、省、市・県

レベルとなる。このように、実施機関の協力が大切。 

「治山技術」普及のためには、機会があれば他の分野の人にも、プロジェクトの成果を知ってもら

うのが有効。一研究者としても是非普及していきたいと思っている。 

以上 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日時：5 月 31 日（木）  17:00～19:00 

場所：四川省林業庁プロジェクトオフィス会議室 

目的：中間レビューの目的確認、プロジェクトの進捗状況 

面談者：大西満信専門家(チーフアドバイザー/治山計画）、坂後浩専門家（治山設計・施工）、 

町田良太専門家（業務調整/森林植生復旧研修） 

調査団：高橋佳子 

 

説明事項：中間レビューの目的は何か。「前半の実績評価→後半で実施すべきことの確認」 

調査項目： 

１． C/P 機関の増加の課題について 

高橋: 計画されていない活動が増加すれば、投入は（計画が見直されていない）現状では十分で

なくなる。専門家の投入も不足するのは当然の結果。また、投入と活動を実施すれば、その成果

（アウトプット）が追加された試験地、C/P 機関にも求められる。→効率性の問題がでる。 

専門家: C/P 機関の追加は、プロジェクト期間中にできるだけたくさんの市・県で施工モデルを実

施しておかなければ、四川省林業庁ではできないから。これまでは、働きかけてもまた、誰も

PDM は気にしていない。予算内でできることがあればやっている。 

高橋：追加された C/P 機関は要請書にもなく、詳細計画調査でも調査されていない市・県。本来の
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計画では、上位目標をめざして四川省林業庁が中心となりプロジェクト終了後、３つのモデルを

活用して実施する地域。他地域で実施するために、プロジェクト目標は３つの市・県 C/P 機関の

技術能力向上だけでなく、四川省林業庁の能力向上も入っているはず。 

専門家：四川省林業庁も、市・県も今のところそのようには考えにはなっていない。こちらも、この２

年間はとにかく現場の試験地で目に見える形をつくることだけをやってきた。上位目標など、何

十年も先の目標と思っていた。30 万 ha はそんなに簡単に、5 年後などに達成できる目標ではな

いし、設定したときもそのように考えてはいなかった。 

 

２．プロ目、中国側の技術能力の向上度（技術、PJ 終了時までに各 C/P 機関に期待する体制） 

高橋：四川省林業庁の関わりが薄いように感じるが、どのていど活動に参加したのか。 

専門家: 対外交流合作処の他とは、ほとんど一緒にやっていない。これまでの 2 年間は、市・県で

の試験施工を中心にやっており、そちらでは、３市・県の C/P とともに活動を実施してきた。 

高橋：四川省林業庁は、PJ 後省内他地域に専門家がやっていたようなリーダーシップをもって、四

川省内他の市県へ展開できるか。 

専門家：これまでは、そのような体制になっていない。現在は、試験施工地で実施した治山工事の

結果を見たことで、ようやく興味を持ち始めた段階である。合作処と造林処は考え始めている。

初めは大変だったが、３つの市・県の林業局も自信を持ち始めたところ。まずは「治山とはこうい

うもの」を見せることに注力した結果で、大事にしたい。四川省も生態環境で「治山」実施の方針

を決めつつあるのではないか。中間レビューの評価団には、その気持ちを削ぐような評価はして

ほしくない。 

高橋：四川省林業庁の質問票回答にも「四川省人民政府は植生復旧モデル事業を発足した」とあ

った。 

専門家：それではいろいろと話にはのぼっていたが、そのような方針が決まったということだと思う。

だからといって、すぐに林業庁が実施ということにはならないかもしれないが。 

高橋：専門家の報告書にあったが、「四川省治山プロフェッショナル・チーム結成」という案はどうか。

省レベルの林業庁にチームをつくり、プロジェクトで育成された治山技術者を実施した県・市が

提供して、四川省全体の普及へとつなげるシステム。 

専門家：それは、昨年の本邦研修に参加した四川省林業庁の総工程師 駱建国氏がした研修報

告の中にあったもの（報告書引用→「四川省は速やかに問題を羅列し、科学技術の重要課題に

取り組み、専門技術者を組織して、出来るだけ速く四川山地災害対策に適した簡易治山技術を

提供し、四川治山事業の全面的な実施を推進することを提案する。」）。 

高橋：市・県レベルは「コストが高すぎる」という認識だが、予算がないと思っているからか。（プロ目

の指標に、「独自施工の面積」が入っている。この指標自体は解り易い指標でよいが、C/P 機関

の能力とはいえ予算措置がないと達成できない。この投入は PJ ではないので、外部条件的な要

素が指標達成に必要になっており、プロ目達成に影響。） 

専門家：市・県林業局も、市・県独自の予算が林業局に降りてくるのを待っている状態。市・県は大
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きなお金を持っているので、市・県政府のリーダーが「治山」実施を決めればいいこと。他のドナ

ーや基金などのお金もそれを「治山技術」に使うかは林業局長が決める。省の林業庁は、予算

は市・県に渡していると言っている。 

高橋：研修については、後半で「治山」がコースにはいることは、幹部学校だけではできないと聞い

ている。林業庁の予算措置や研修計画をつくり、プロジェクトで一緒に研修コースをつくり、それ

を実施できる体制づくりも活動でやる必要があるのではないか「プロ目達成時の技術能力向上

の目標設定」が必要ではないか。 

専門家：中間レビューで、ぜひそこも取り上げて指摘してもらいたい。 

 

３．北京林業大学、その他研究機関等との協力について 

高橋：午前中に話を北京林業大学の趙先生から聞いてきた。協力内容には、お互いの試験結果

のデータ比較（北川県試験地）などができると話していた。協力関係や国家林業局への働きかけ

というインパクトだけではなく、データや情報の交換はアウトプット２の試験地での検証として活用

できる直接的な成果につながる活動ではないか。 

専門家：実際にこれまでもお互いの試験結果データの交換や治山の方法についてコメントなどもし

ている。北川試験地は同じ場所。今後、テキスト作成でも技術監修や翻訳をお願いする予定。 

高橋：北京林業大学としては、「治山技術」は水利や国土資源でも活用すれば普及は大きいと話し

ており、その方向でいろいろと働きかけをしているといっていた。 

専門家：そのように３つの分野で「治山技術」を取り入れれば、確かに普及面積は大きくなる。 

高橋：その他の研究機関とは。 

専門家：福建大学の先生でかつて中国科学院成都山地災害研究所の研究者だった、土壌研究を

している人がいて、PJ 試験地の土壌がどのように変化するか調べている。この結果も科学的デ

ータの裏付けとして活用できる。 

 以上 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

四川省林業庁 C/P インタビュー  

日時：6 月 1 日（金） 9 時～17 時 

場所：プロジェクトオフィス会議室 

目的：林業庁各 C/P 部署、機関の役割とプロジェクト活動参加状況 

調査団：高橋佳子、李春燕（通訳） 

 

【１．四川省林業庁対外交流合作処】 

時間：09：00－10：00 

面談者：張黎明 副処長、陳思慧主任科員 

 

これまでのプロジェクト活動 
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Ｑ：これまでのプロジェクト活動での合作処の役割は。 

張：省レベルで開催される会議の設営や、市・県での活動の管理を主にやってきた。プロジェクト活

動では、林業調査規画院と林業科学研究院が主に現場での活動に参加していた。また研修の

講師はチーフエンジニア（総工程師）が務めた。市・県でのプロジェクト試験施工地で何かあれ

ば、省の窓口として市・県レベルからあがった文書を受け付ける。その内容に関して、指導書を

作成し、各市・県に指示をすることもある。その他に PJ 関連としては、財政庁に PJ の進捗状況や

実施結果等を報告している。市・県レベルの技術移転先としては当初からどこをその対象とする

か議論されてきたが、これまでは末端の林場の代表にも試験施工には参加してもらうよう実施し

た。 

 

今後の活動について 

張：2012 年から四川省林業庁では、新しいプロジェクトを開始する。総工程師の駱さんがリーダー

を務めるもので、プロジェクト名は「四川省震災地植生復旧試行・モデル」という。これまでに、林

業計画設計院と林業科学研究院が調査をし、①立地の選定、②準備段階の「治山計画」を作成

した。このあと 6 月から 7 月に③「具体的計画」を提出する予定。このプロジェクト実施のチームは、

総工程師の下に規画院と林科院という編成になる。 

Ｑ：林業庁の部署は他には関わらないか。 

張：緑化造林処は、地拵えや樹種選定、科技処は技術の将来の普及でかかわるかもしれない。 

Ｑ：この新しいプロジェクトの経緯は。 

張：震災直後の 2008 年に発足した「震災生態復旧整備」で、もともとあった計画の流れ。その後日

中協力の（JICA）「治山技術」プロジェクトが開始され、「治山技術」のモデルを見せたことで、「治

山」の概念がハッキリした。そのうえで、今回の新しいプロジェクトになった。計画（注：どの計画か

あとで要確認）は全体的な計画で、水利も国土資源部も、欧州資金や小渕基金などもはいって

やっているもの。これまでの中国側の「治山」の概念を変えたのが、JICA プロジェクト。以前は、

木を植えれば「緑化」だったが、今は土壌を安定させてから植林することが「治山」であるとなっ

た。 

 

上位目標の高すぎる目標値について 

Ｑ：JICA のプロジェクトでは通常上位目標は、プロジェクト終了後 3 年から 5 年後に達成できる目標

を設定することになっている。現在の上位目標 30.6 万 ha は高すぎる目標ではないか。 

張：自己評価表の実績を見てくれたか。 現在すでに 26.3 万 ha を達成している。 

Ｑ：プロジェクトはまだ 2 年間しか実施していない。活動も実施中で、アウトプットもプロジェクト目標

も達成していないのに、上位目標がそこまで達成できたのなら、プロジェクトは必要なかったとい

うことではないか。 

張：この 30.6 万 ha は植生復旧面積ということ。緑化だけや、自然回復、風山育林という囲いをして

自然回復をした面積もすべて入って 26.3ha になっている。 
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Ｑ：それでは、上位目標の数値として意味がない。プロジェクトを実施した効果（プロ目）が貢献して

達成される目標という意味だから。 

張：その通りだ。だとしたら、プロジェクト目標の指標の「各プロジェクトエリアの関係機関が独自に

被災森林植生復興工事を１ha 以上実施する」を、全四川省に広げた目標にしておいたほうがい

い。 

高橋：では、来週からの協議でこの点も取り上げて、関係者で変更を検討しましょう。 

 

【2．四川省林業庁造林処】 

時間：10：00-10:30 

面談者：蒋大勇 副処長 

 

これまでのプロジェクト活動 

Q:これまでどのようにプロジェクト活動に関わったか。 

蒋副処長：私個人としては、現場には一度も行ったことがない。日中協力プロジェクトの全体をみて

いる。計画財政処が全体を統括している。私は、2010 年の訪日研修に参加して、訪日研修のレ

ポートは主に私が書いた。 

Ｑ：造林処としては、プロジェクト活動に貢献したところはあったか。 

蒋：研修で学んだこととして、日本の治山事業には３つの特徴がある。①治山計画は科学的に計画

されている、②投入が大きい、③施工も科学的に実施している。中国の平均である 1 ムーあたり

800 元では日本の治山事業はやれない。どう、四川に適合する「治山技術」にできるかが課題。

試験施工地は限られているので、将来的にこの治山技術が活用できるかは、わからない。 

高橋:将来ではなく、現在のプロジェクト活動で、どう適応させるかをやっているところなのではない

か。その部分で C/P であり、造林処でただひとり訪日研修に参加した蒋さんには貢献してほし

い。 

 

【３．四川省林業庁科学技術処】 

時間：10：30-11:00 

面談者：陳宗迂 （面談予定 C/P の呉宝珍副処長の代理）元造林処で PJ 初期の実地調査に参

加） 

 

これまでのプロジェクト活動 

陳：プロジェクトの現場には行ったことがある。元造林処の所属だったときに、プロジェクトが発足し

てからすぐに実施した、実地調査に参加していた。プロジェクトでは技術の側面からの支援、あと

は研修に参加して技術を身に着けて一般の事業実施で指導をする。 

Ｑ：科技処は、C/P としてプロジェクト活動にはどのように参加しているか。 

陳：プロジェクト活動へ主に参加しているのは、林業調査規画院と林業科学研究院の両院が現場
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に行って指導する。科技処は、治山のみでなく、樹種の選定、植林を指導する。 

Ｑ：省レベルの林業庁で、プロジェクト後に四川省内他地域に治山事業を展開するときに、誰が日

本人専門家のように全体を指導するようになると思うか。 

陳：造林処、科技処は、全体的な管理で、直接的に現場で指導することはない。 

陳：今、39 県の被災地において復旧事業をする新しいプロジェクトがモデル区 5 箇所を選んで開

始される。このモデル 5 区の技術者の育成を JICA プロジェクトの研修で優先して育成していく予

定。 

Ｑ：５つの区とはどこか。 

陳：①汶川県、②北川県、③綿竹市、④茂県、⑤都江堰（とこうえつ）。 

Ｑ：モデル区はほとんど JICA プロジェクトのエリアと同じだが、その他 34 県はどのように実施してい

く予定か。 

陳：同じエリアでも、このモデル区はあとに残っている難しい現場で多くはない。モデル区以外の

34 県もほぼ同時に造林処がする。実際に現場での技術指導は、規画院と科学研究院の両院に

任せている。 近々、39 県の代表を集めて会合をする予定で、現場視察として JICA プロジェクト

の試験施工地も訪問する予定。 

 JICA プロジェクトの成果は、①モデル効果、②人材育成（日本人専門家の技術移転は、県・市の

人材と両院の人材を育成した）、③林業庁の管理能力の CD だと思う。特に、「治山」理念の転換

は大きかった。これまでは、木を植えれば「緑化」と思っていた、「治山」は国土資源部の仕事だ

った。震災後初めて、林業部門が「治山」をやったことで、林業の緑化にも「治山」＋「緑化」で

「植生復旧」になることが理解できた。 

 

【４．四川省林業庁人事教育処】 

時間：11：00-11:30 

面談者予定者の劉朝勇副処長は予定が入り今後も時間がとれないため、 

合作処の張さんがかわりに人事教育処の役割などを説明して対応。町田研修担当専門家も同席。 

 

張：庁内での役割はふたつ①人事異動、②教育で、全省の林業分野における教育を担当している。

例えば通常の職員研修は、各処が「研修計画」を作成し人事教育処に提出する、それを人事教

育処が許可をして、林業幹部学校で研修を実施する、というかたちになっている。 

Ｑ：それでは、PJ 後の「治山技術」研修はどこが「研修計画」（企画）を作成するか。 

張：「技術マニュアル」ができれば、それを活かしてコースはふたつできるだろう。ひとつは、北京の

管理学院で国レベルの研修をやる（かもしれないと予想だけだが）、また四川省幹部学校でもコ

ースに組み込む。各部処ごとに国からの予算がある。政策としてあれば、プロジェクト後も「治山」

の研修が実施できると思う。 

Ｑ：プロジェクト終了後、「治山」研修は継続できるのか。 

張：政策として林業部門が「治山」をやると決まれば、継続できる。林業部門が復興で「治山」をやっ
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たことは評価されたと思う。 

Ｑ：さきほどの質問だが、「治山」の「研修計画」を作成するのは、どこの部処になるか。 

張：担当するのは、科学技術普及ステーションになるだろう。プロジェクトの技術を普及する担当は

この部処になるから。また、造林処や科技処もかかわるだろう。（が造林処は人手不足。） 

高橋：科学技術普及ステーションは、これまで C/P ではなかった。この３つが担当するならプロジェ

クト後半は、プロジェクト後の体制づくりのための活動を一緒に始めなければならない。 

（張さん、このあと予定があり退席。） 

町田専門家のコメント：四川省林業庁内では、「治山」を担当する部処が決まっていない状態で、

やはりこれが大きな問題。 

 

【５．四川省林業調査規画院】 

時間：14：00-15:00 

面談者: 桂林華 副総工程師 

 

これまでのプロジェクト活動 

桂副総工程師：これまで、主に大西リーダーと佐保短期専門家（治山設計）と一緒に仕事をして、

治山設計の技術移転をされた。日本の治山技術を中国の治山技術にするのがわたしの仕事。

「適地適樹」という考え方でやっている。プロジェクト活動での設計は毎年の施工工事ごとにやっ

ている。設計担当なので施工工事についてはあまり現場には行っていない。 

Ｑ：回答してもらった質問票に、「地元関係者の自主的参加が重要」とあったが、最初は大変な状

況があったか。 

桂：汶川県では、林場の所有地（使用権）にしたので、地元の住民の利益になるように、利益が見

えやすい設計にして参加してもらっている。 

Ｑ：住民にとっての利益とは何か。 

桂：通常のデベロッパーは土地の所有者（利用権者）の利益は考えないが、JICA プロジェクトでは

それを考えて設計した。例えば北川県の場合は、樹種の選定で胡桃と枇杷にした。これは将来 

 実がなり売れるようになるので収入源になる。用材樹種を植えるようにしたということ。 

Ｑ：治山そのものについては利益か。 

桂：治山工事では、地元の住民を施工で労働者として雇っているのでそれも利益。 

Ｑ：日当はいくらくらいか・ 

桂：一日あたり 130 元。これは 3 か月ほどの工期で長いとき。1～2 週間の短期は少し高く 160 元支

払っている。 

Ｑ：「治山」工事をしたことで、崩れない安心感は、住民の利益にはならないか。 

桂：現場は生活の厳しいところ。まずは、日々の生活、食べること。次に緑化されて環境がよくなっ

たか。安全・安心はまだ分からない段階。 

Ｑ：技術移転された治山設計は、今後活用されるか。 
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桂：この技術はいいと思うが、普及には時間がかかる。今後、荒廃地造林において治山事業が必

要であり、その場合は「治山」が使える。 

阿ば州の金川県で、中国独自で 2000 万元の予算でプロジェクトが実施された。この一部に「治

山」があり、面積40ムーに対して「土嚢筋工」（JICAプロジェクトで開発した工法）を採用して設計

し、これを応札した。 

 

桂：林業庁駱総工程師がリーダーを務める新しいプロジェクト「四川省震災地植生復旧試行・モデ

ル」では、5 区のうち 3 区の設計を（調査規画院が）請負った。駱さんからの依頼で、調査し設計

しただけで、まだこの県・市からお金をもらった訳ではない。地元の県・市の林業局の予算での

実施なので、あとで払われるだろうということでやっている。1 モデル区あたり 14 万元の省財政が

でている。この財源については、温家宝氏が承認している、という話もある。 

  市・県には、省の財政庁がすでに承認し配布済みの「復興予算」がある。省の財政庁としては

「どうぞこれを使ってください」ということだ。あとは、地元の市・県がモデル施工区を見て良いと思

えば、「治山」に予算を使うことを決めて、「復興予算口座」から支出するだけ。 

Ｑ：復興予算はどのようなものか。 

桂：復興事業費には、緑化事業費もあるので、この中から「治山」の費用をだせるということ。 

ただ、市・県によっては、街が壊れてしまったので、街をつくり道路をつくったので、「そこに立派

な街路樹を植えたい」と考えるリーダーや平地に森をつくるなど、見栄えをよくしようという幹部層

のアイデアは一般的で、この緑化事業費が使われてしまい、「治山」にまわるお金がすでにない

のが現状。また、四川省は老子の「道教」の教えを重んじるので、何も行動をとらないほうがいい、

という発想がある。植生復旧も自然回復をよしとしている。局所的に重要なところだけの「治山」な

らなんとかなると思う。 

 

桂：日本人専門家と仕事をして印象的だったのは、「被災地の評価・判断力」が違うということ。崩れ

た土を見て、まだ移動するかどうか、岩盤は強いかどうか、その判断が正確だ。 

Ｑ：そのような能力を、残りのプロジェクト期間で桂さんが習得することは可能か。 

桂：日本人専門家が意識的に「被災地評価」を指導してくれれば、あと 3 年でできると思う。 

  日本のように、細かい測量と設計はコストの問題でできない。また、施工部隊の認識が低いと工

事もうまくいかず、監督・施工管理も日本人がやったからできたところがある。日本人のように厳し

く施工管理ができない。 

Ｑ：この 3 点、「被災地評価」、「詳細な測量・設計」、「監督・施工管理」は、プロジェクト中の技術移

転ができると思うか。 

桂：技術の向上はできると思う。しかし、通常の事業としてできるかどうかは難しいと思う。プロジェク

トの試験施工では、設計は短期専門家がやり、施工は大西専門家と掛部専門家や坂尻専門家

が泊まり込んで監督してきたからしっかりできた。通常は、設計者は施工管理はしない。 

Ｑ：綿竹の独自工事はどうやったのか。 
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桂：綿竹では、設計は欧州投資の支援でやり、施工管理は入札で施工管理会社がやった。あれも、

モデル事業だからちゃんとできた。モデル事業ならメンツがあるのでちゃんとやる。金川県の施

工管理会社などは、何度も電話をかけてきて土嚢は 3 層の設計だが 2 層でいいか、床を掘ること

になっているがやらなくてもいいか、などと聞かれる。これが普通で、施工管理会社はこのように

しなくては儲けがでないからやる。中国の現状と品質保持をどうするかの課題。 

 日本での「治山」は事業にかかわる人が上から下まで理想的にやることを目標としている。中国で

の「治山」は、技術の手段のひとつと思っている（注：この意味が不明）ということ。 

 

【６．四川省林業科学研究院】 

時間：15:00-16:00 

面談者:鄢武先(Yan) 研究員 

 

これまでのプロジェクト活動 

Yan: プロジェクト開始前の「要請書」の作成に関わった。また、訪日研修にも 2011 年に参加した。

また、３市・県の選定、樹種の選定など。植生復旧の設計計画では、「治山」のところは地元の現

状にあわせ、在来工法で安価な方法を選ぶようにした。例えば、鉄線籠や竹筋工を使い、在来

工法を使った地元の資材ででき、地元に熟練工のいる工法。汶川県では、練り石積み工法とい

う技術を地元のチャン族が持っているもの。設計では、そのような提案をしてきた。 

Ｑ：そのような安価な地元資源を活用した工法でも、市・県レベルでは高いというのは、これでの緑

化と比較しての話か。 

Yan:そのとおり。最初は、緑化のイメージがあって、治山は高いといっていた。局所的にしか使えな

いというのもそのとおりだ。しかし、試験施工地の治山モデルを見て、意識転換しつつある。今後

は自分たちで地域を拡大してやれるようになると思う。汶川県の県庁向かい側が崩壊した現場で、

復興計画をつくった。単価は高く、500 ムーで 4,000 万元だったが、県は納得して実施した。 

Ｑ：施工管理は入札で業者か。 

Yan:入札だ。もう検査も終わった。検査は、汶川県が主催者だが、設計どおりかどうかは林業科学

研究院や、農業、土木など専門的立場の人が検査をする。震災後の被災地復旧事業は、通常

より厳しく設計図どおりかどうかをチェックしている。 

  施工管理も検査も、ソフト面での管理方法が必要で、マニュアル化が必要。ステップごとにきち

んと紙に書かれて、初めて普及拡大が可能となる。 

Ｑ：:紙に書かれただけでは、普及はしないのではないか。C/P がそのマニュアルを使って指導して

ゆくことは必要ないか。 

Yan:「治山マニュアル」というものは、いわば「治山基準」として承認してもらうもの。その基準づくり

には土壌なども含め、実地調査をする人員がいる。C/P の増員が必要。 

Ｑ：回答いただいた質問票に、「施工成果について、専門機関に委託して調査研究を行ってさらに

分析整理する必要がある」とあったが、この専門機関というのはどこか、また何故それが必要か。 
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Yan:治山はひとつの手段と考えている。従って、治山による植生復旧で環境がよくなったか、を知

る必要がある。科学的データの裏付けが必要ということ。 

高橋：プロジェクトではすでに、福建大学や成都山地災害研究所が実施する、試験施工実施地の

土壌の変化の調査についての協力を開始するようだ。このような科学的データの裏付けの活動

にも、ぜひ Yan さんも本邦研修に参加した C/P としてプロジェクトで活躍してもらえればと思う。 

 

【７．四川省林業幹部学校】 

時間：16:30-17:00 

面談者: 劉暁宇 研修主任（1 名のみの研修担当 C/P で、必要に応じ PJ 事務所で執務） 

 

これまでのプロジェクト活動 

劉研修主任：研修の専門家とともに、毎年の研修計画を作って、研修を実施している。毎年の PO

も作成している。（PJ に確認したが PO 作成はなかった、おそらく研修部分だけか。）これまでに、

第 8 回（2012 年 5 月）までの研修を実施した。それぞれの研修は、プロジェクト活動の進捗状況

にあわせた内容で、「日本の治山の紹介」や「治山の考え方」から、試験施工地での現地踏査、

測量、設計図作成、治山工事実施など、第 1 回から第 8 回まで毎回研修の内容を検討して決め

てきた。訓練担当者だが、受講者として試験施工地の工事にも参加している。 

（注：森貞専門家の報告書によると、「訓練担当者自身も工事に参加することにより、治山に対す

る理解と知識を習得し、実際の訓練コースのカリキュラムに反映した」とある。） 

Ｑ：テキスト作成、改訂、カリキュラム作成は主に誰がやっているか。 

劉：研修結果のフィードバックから、これまでは日本人専門家がテキスト改訂とカリキュラム改訂をや

ってきた。 

Ｑ：将来的に「治山技術」研修を、他の幹部研修コースへと入れられるか。 

劉：幹部学校では、プロジェクト終了後も研修コースに入れるアイデアが入ってきた。（注：幹部学

校校長の質問票②回答参照）C/P も講師として育っている。第 8 回研修では 3 人の C/P が講師

を務めた。林業調査規画院の桂さんも講師だ。林業幹部学校独自に、研修コースはやってゆ

く。 

Ｑ：それは、林業庁から研修実施を請負うのではなく、幹部学校としての予算でやるということか。 

劉：幹部学校も独自の予算がある（注：幹部学校校長の質問票②回答参照、予算の増加を見込ん

でいる。）。そのうち、毎年 20 万元～30 万元は省からの予算。また、研修は林業庁以外にも民間

向けの林業関連研修も実施しており、そちらは受講料をとっている。 

以上 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日時：2012 年 6 月 4 日（月） 15：00～17：10 

場所：四川省林業庁会議室 

目的：四川省関係者ヒアリング 
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面談者：張黎明（四川省林業庁対外交流合作処）、陳宗遷（四川省林業庁弁公室）、 

呉宝珍（四川省林業庁科学技術処）、劉朝勇（四川省林業庁人事教育処）、 

鄢武先（四川省林業科学研究院）、桂林華（四川省林業調査規画院）、 

銭小明（四川省林業幹部学校）、劉暁宇（四川省林業幹部学校）、 

大西満信（チーフアドバイザー） 

日本側調査団：畑、田所、岡本、高橋、李春燕（通訳） 

中国側調査団：劉福雲、張登明 

 

畑：プロジェクトを実施してきて、治山技術の必要性等どのように感じているか。 

呉：①地域にとって、モデルとなるプロジェクトである。これまで広い範囲で植林による植生復旧を

してきたが、治山技術は我々に欠けていた部分を補ってくれた。緑化の理念を転換した。地元

にある技術・資材を使って安価な工法としたことも良かった。 

②技術レベルが向上し、また治山技術の必要性を、地方政府の幹部が認識した。 

③震災によって崩壊した山地だけでなく、その他の大雨などによる山崩れにも、治山は適用する

ことができる。 

畑：これから治山事業を担う部署はどこを想定しているか。 

張：各行政機関は以下のように分かれている。 

地質→国土資源部、河川→水利部、緑化（穴を掘って苗を植える）→林業局。 

林業部門は中国では大きく二つのラインがある。一つは、国家林業局（国）－林業庁（省）－林

業局（県・市）－林業股（郷鎮？）のラインで、政策やマクロ的な指導を行う。もう一つのラインとし

て林業科学研究院、林業調査規画院（省）、林業科技普及ステーション、林業工作ステーション

で、技術的な部分を担う。従って、治山についても、政策やマクロ的な指導については前者が、

技術的な分野は後者が担うことになると考える。 

陳：1992～1993 年に四川・広島治山協力事業では、林業庁（省）－林業局（市・県）－林業ステー

ション、造林股というラインで事業を実施した。治山事業は造林股が担当すると考える。 

張：省のプロジェクト「四川省震災地植生復旧試行・モデル」は、これまで JICA プロジェクトで学ん

だことを自分たちで試すことを目的に、対外合作処が企画した。モデルサイトは、企画段階では

JICA プロジェクトで試験地がある４市県（汶川県、北川県、綿竹市、茂県）であったが、経緯があ

って都江堰が加えられ５となった。省で関係する部署は、財政処、科技処、造林処。モデルサイ

トを置く５市県については科技処、他の３４市県は造林処が担当。財政処は予算が絡むので関

与している。実は、今、３９の市県を集めて省プロジェクトに係る会議を行っている。省のプロジェ

クトが可能となったのは、省幹部に治山事業の必要性が認められた証である。 

劉朝勇：林業庁は行政機関なので、現場監督ではなく、あくまでも予算等の管理を行う。 

陳：プロジェクトによって、治山の効果がわかった。しかしコストが高いので、中国従来の技術を使う

などして安価に実施することが重要。また、県・市の取り組みについて、お互いの情報共有が不

足するきらいがある。国土資源部が、２１個の土留工を作ったが、土石流により一晩ですべて流
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された。この教訓を各市県の間で情報共有する必要がある。プロジェクトでは、このような点につ

いて留意してほしい。 

畑：県・市の間の情報共有を図るのは上部組織である省の役割と思うがいかが。プロジェクト終了

後、どうやって、各地元の持つ技術を吸い上げ、各市県に情報共有するのか。 

張：科技処が担当（監理）し、両院（林業科学研究院・林業調査規画院）で情報共有を実施する。 

共有の方法としては、①省全体の林業部門の会議（各県・市の代表が集まり、お互いの取り組み

等について発表しあい共有する大会等）、②専門研修（担当部署が研修計画書を作成し人事処

に提出、予算が認められれば林業幹部学校が研修を実施）、③HP、④現場研修がある。 

畑：治山の専門研修の場合は計画書を作成・提出するのはどこが想定されるか？造林処か、科技

処か、それら共同か？ 

張：今はなんとも言えないが、造林処が有力。 

高橋：プロジェクト前半は、日本人専門家主導でモデル的に実施してきた。将来、他の地域に広げ

るとき、誰がマニュアルを作ったり、市・県において日本人専門家の代わりをするのか。 

張：研修用教材はプロジェクトで作成するものと考えている。技術マニュアルの作成は、日本の資

料を参考にさせてもらい、中国の実情に合わせて作成する。技術マニュアルの必要性は高く、

両院（林業科学研究院・林業調査規画院）は作成のための技術を持っている。規画院のほうが

より適当かと考えるが、今後、関係者を集めて議論したい。マニュアル作成グループ結成も検討

する。 

技術基準には異なるレベルのものがある。①省林業庁の通達（省内の林業部門にのみ適用され

る基準）、②地方基準（科技処がとりまとめて四川省技術監督局に認められれば、省内の林業部

門以外の水利部門や国土資源部門にも適用される）、③国家基準 

高橋：プロジェクト実施中や終了後において、モデルサイト以外への広がりは誰が担うのか。 

張：造林処がメインとなって、両院にも関わってもらう。専門の治山グループを作るかもしれない。 

高橋：日本人専門家がいる間に技術移転する必要があると考えるが。 

張：中核的な指導者として人材育成されるべきは、両院の桂さんと呉さん（？）。また、第 3 回 JCC

で C/P として追加された林業普及ステーションと工作ステーションの二人も。 

田所：「地元の技術」とは具体的に何か。 

呉：鉄線籠の代わりに竹を使った籠がある。またキョウ族の空石積み。 

以上 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日時：2012 年 6 月 5 日（火）  11:00～12:00 

場所：茂県林業局 

目的：中間レビューの C/P 機関及び C/P インタビュー 

面談者：支再沢（茂県林業局工程師）、陳峰（茂県林業局工程師）、 

坤清海（茂県林業局工程師）、張強（茂県林業局工程師）、 

胡華平（茂県林業局規律検査組長）、王聡清（茂県林業局副局長） 

付属資料4

89



王鴻加 （四川省林業局対外合作処長）、大西満信（チーフアドバイザー）、 

坂後浩（専門家）、町田良太（専門家） 

日本側調査団：畑、田所、岡本、高橋、李春燕（通訳） 

中国側調査団：劉福雲、張登明 

 

畑：茂県は、当初からの C/P 機関ではなかった。2011 年 12 月の第 3 回ＪＣＣにおいて C/P 機関と

なったので、そのことも踏まえて本日のインタビューとしたい。 

まず、地震の被害状況と森林復旧状況と茂県が C/P に加わった経緯を教えてください。 

張：森林は野生保護区とその他林地の２タイプに分類される。野生保護区の被害は 6 万ムーで、こ

ちらは封山育林で復旧。その他の林地の被害は 29 万ムーで、こちらの復旧方法には３つがあり、

①人工造林（5 万ムー）、②播種（1 万ムー）、③封山育林（23 万ムー）となっている。 

森林復旧だが、山岳地域では勾配が大きく、緑化造林だけでは無理である。国からの予算とし

ては 1 ムーあたり 800 元しかなく、この金額では通常の緑化しかできない。JICA がプロジェクトで

治山技術を使った森林復旧をやっていると聞いたので、我々の（被災森林の）状況にはこの技

術が必要と思い、関係各機関にお願いして C/P にしてもらったというのが経緯。茂県の林業局

は、JICA の研修を通じて、治山がどういうものか、治山の概念について理解が深まった状態であ

る。プロジェクトの試験施工地に選定された場所は難しい箇所だが、治山施工には日本人専門

家の協力も仰いで実施していきたい。 

畑：さきほどの復旧方法の数値は計画だと思うが、実施済みはどのくらいの面積になるか。 

張：はっきりとした実施済みの面積は調査をしていないので数値はない。 

王聡清：封山育林の中には、とても困難な箇所がある。その中の 8～9 万ムーを「治山」で対応した

いと思っている。 

王鴻加：どのくらいの面積が「治山」対象かは、わからないが、被災していなくても、困難な箇所で

は治山が必要。 

先ほどの経緯について補足する。プロジェクトが実施する技術研修では３市県以外も対象として

参加者を呼んでおり、茂県もこの研修に参加していた。また、茂県は省が生態系において重要と

指定した県の一つになっていることから、通常から 1 千万元の特別予算枠の資金を持っている。

しかし緑化だけでは、困難な地形の大きい茂県では無理があり、是非「治山技術」をこの困難な

地形の箇所で、という話になった。 

昨日省林業庁が被災 39 県を呼んで開催した会議では、39 県に対し「残された復興資金を治山

に優先的に使ってください」と話があった。「造林できるところは造林、困難なところは治山で」と

呼び掛けた。被災地のみならず、造林が困難な地域においても活用できる「治山モデル」を

JICA プロジェクトは提示してくれた。2 か月ほど前にでた四川省の公的文書（林業庁発展改革委

員会、省財務庁、省林業庁連名で）でも、「山岳地帯の治山は、林業庁がリーダーシップを取り、

他機関は協力するように」との文面があり、治山というキーワードが初めて公文書に記された。 

また、被災地でのモデル実施を通じて、造林困難地の復旧には 100 元/ムーでは無理である（も
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っと多くの経費が必要である）ことが（財政当局にも）理解された。今後、造林困難地の復旧単価

基準の増が期待される。 

高橋：これまでに、JICA の研修に参加した人はここに居るか。それぞれ何回参加か。 

支：4 回。 

張：6 回。 

陳：1 回。 

このほか、現場測量に参加した者がいる。 

高橋：この研修受講者はどのように活躍する予定か。 

王聡清：施工は農民だけ。林業局の研修受講者が将来は指導をする。林場の受講者は技術を身

に着ける。 

畑：林場の人たちはどのように活躍するか。 

王聡清：このプロジェクト以外の施工現場（国有林場内）で実施することもあるので林場の人たちも

C/P になっている。 

劉：中国側の関係機関に協力を求めるとすると、それはどこか。 

王聡清：二つの課題がある。一つめは資金。JICA の支援で技術移転と農民の日当が支払われて

いるので助かっている。しかし、資金は不足しているので、関係部門にはそこを支援してもらいた

い。 

二つめは、治山研修が３～５月に行われるが、その時期は緑化事業の時期に重なっており、通

常業務とバッティングしていること。 

王鴻加：ローカルコストはどこも不足している。「復興事業費」は大きな資金があるが、JICA プロジェ

クトの話は（当時）なかったので、このプロジェクト分としての予算（カウンターバジェット）を計上し

ておらず、プロジェクトの研修に参加するための交通費などがないのが現状である。予算管理は、

発展改革委員会と財政庁が担当している。JICA プロジェクトのローカルコストについては、省で

も林業庁の日常経費予算の中からやりくりをしている。市県レベルでも、それぞれがやりくりして

いる。 

畑：茂県の県知事はこの「治山」についてどのように思っているか。 

王聡清：一言でいえば、県幹部レベルは治山事業をやることは重要視している。茂県ではまだ治

山モデルがないので、まだはっきりとはしていない状態だ。具体的なモデルができれば、それを

みて「治山」についてさらに理解が深まると思う。 

 以上 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日時：2012 年 6 月 5 日（火） 15：00～16：00 

場所：汶川県林業局会議室 

目的：汶川県林業局 C/P インタビュー 

面談者：彭勇森（汶川県林業局副局長）、黄斌（汶川県林業局緑化造林股長） 

李曲（汶川県林業局産業股長）、陳熊（綿す林業工作ステーション副ステーション長） 
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王鴻加 （四川省林業局対外合作処長）、大西満信（チーフアドバイザー）、 

坂後浩（専門家）、町田良太（専門家） 

日本側調査団：畑、田所、岡本、高橋、李春燕（通訳） 

中国側調査団：劉福雲、張登明 

 

高橋：これまでの「緑化」と「治山」との違いは何か。 

黄：これまでは、緑化（植樹）のみが林業局の本業であった。プロジェクトでの現場研修、成都での

講義、訪日研修によって治山技術とは何かを理解した。 

林業局の他の部署でも治山事業を使いたいという声が出ている。 

高橋：県政府幹部の中で「治山を活用したい」という声は出ているか？ 

黄：県政府幹部と共産党委員会ともに、治山技術を重要視している。党書記が張林業局長に直接、

「生態回復のための特別予算を使って、治山事業によりしっかり効果を出せ」と指示した。副県

知事（林業部門担当）はいろんな場で治山の話をしている。 

高橋：アンケートに「資金が必要」とあったが、その事情は如何。 

王：通常の緑化では１ムーあたり数百元。しかし治山は１ムーあたり５万元かかり、これまでの緑化

の概念からするとギャップが大きいということ。汶川県も（茂県と同じく）1,000 万～2,000 万元の予

算（生態回復のための特定財源）を持っているが、緑化困難地全部に治山事業を行おうとすれ

ば当然資金不足となる。そうではなく、県民の生命・財産を守るべき緑化困難地に絞って治山事

業を行うことが重要である。 

これまでの緑化については、造林マニュアル、ガイドラインがある。そのため、現場（というか造林

股？）の職員は２～３名しかいないが、造林を行うことができる。しかし治山は新しい技術なので、

これまで研修等に参加した者や彼らから口承された者など限られた人しか知らない。マニュアル

ができれば、これを普及することにより、造林と同じように、治山ができるようになると考える。 

プロジェクトの成果のひとつに、「中国の国情に合ったガイドライン作成」がある。理想としては、

国家基準（GB）を作成すること。 

高橋：汶川県で今後独自に治山事業を行う予定はあるか。 

黄：党書記からの指示があったように、実施する。 

王：エイ州から汶川県に行く途中に、何度も土砂崩れが起きる道路横の斜面がある。ここに治山事

業を実施する予定。また汶川県は、省のプロジェクトのモデル地区のひとつとなっている。 

畑：モデルプロジェクトを実施する中心人物はだれか。 

黄：自分が、日本人専門家の指導を仰ぎながら実施する。 

畑：設計は誰が（どこが）やるのか？省の科学技術院？また施工は？ 

黄：設計については、２か所のサイトのうち、１か所は調査規劃院、もう１か所は科学研究院に任せ

る予定。現場監督は、プロジェクトで研修を受けている林業ステーションや工作ステーションに任

せる。もし何か問題があれば、大西チーフにご助力をいただく。 

畑：陳さんに質問。治山事業の難しい点はどんなところか。 
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陳：これまでの造林と植栽の方法（規格）が違う点はあるが、特に難しくてできないというものは無

い。 

王：プロジェクト後半は、設計・施工は中国側で行い、日本人専門家に検査してもらう。 

田所：工事は具体的にはどのように実施するのか？プロジェクトでやってきたように、県が農民を直

接雇用するのか、それとも民間の会社に発注するのか。 

黄：これまでと同様に、農民を直接雇用する。その手続き等をするのは、工作ステーションや林場

である。 

畑：林場の職員の仕事は国有林の管理と承知しているが、集体林での事業にも携わるのか。 

？：県の林業職員の人材育成という意味で、林場職員にも関与（研修に参加？）してもらっている。 

王：C/P は人事異動せず、固定化するよう努力してきた。農民も熟練工となってもらうのが望ましい

が、縛ることはできない。そこが難しいところ。 

将来、国の予算で治山事業をするとなると、入札する必要がある。施工監理業者が誰を雇うのか

までは指示できない。「お願い」するしかない。しかしこれは、技術基準書があれば解決すると考

える。治山事業は新しい分野で、今後、土木会社も新規参入したいと考えるはず。自分で金を

払ってでも研修に参加したいと言ってくる会社が現れるだろう。基準書ができれば、民間会社に

も研修をすることもできる。ただ、業者は利益を追求するので、いかに手間を省くかを考えている。

人の安全を確保するという治山の理念を理解してもらう必要がある。 

高橋：プロジェクトによって移転された技術は、県の中ではどのように活用されるのか。 

王：発注者となること、事業の監督ができる。 

以上 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日時：2012 年 6 月 6 日（水）  14:30～15:40 

場所：北川県林業局 

目的：北川県林業局 C/P インタビュー 

面談者：蒋立彬（北川県林業局長、共産党委員会書記）、楊升武（北川県林業局副局長）、 

黄立双（北川県林業局日中プロジェクト主任）、 

林現君（北川県林業局日中プロジェクト事務局）、 

王鴻加 （四川省林業局対外合作処長）、大西満信（チーフアドバイザー）、 

坂後浩（専門家）、町田良太（専門家） 

日本側調査団：畑、田所、岡本、高橋、李春燕（通訳） 

中国側調査団：劉福雲、張登明 

 

畑：試験施工地が非常によく活着していたのが印象的。中国地元の技術も使っている。また植栽

木についても、地元住民のニーズ（果実が将来の収入源）のある胡桃や枇杷を植林されていた。

地元の人の努力あってのことと思う。 

高橋：事前に回答いただいた質問票に、北川県独自予算の施工工事がすでに 0.08ha であるとあ
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った。その施工工事の実施において設計、施工、施工管理、監督などがどのようにされたか。 

黄：0.08ha（1.2 ムー）は林業局で設計も施工もやった。この他 0.38ha（5.7 ムー）の箇所もあり、こちら

も、独自に設計、測量、施工管理も、日本人専門家がやったような方法で実施し、日本人専門

家からの支援も受けた。面積が小さいところなので、入札の必要がなく、作業員（農民）を雇用し

て直営で実施した。 

岡本：施工は試験地で治山を経験した農民だったか。 

黄：まさにその試験地での施工を実施した農民を雇った。省のプロジェクトでも彼らを雇う予定。 

畑：その独自工事で困難だったところはあるか。 

黄：施工の理念は日本から非常によいものを学んだ。竹筋、土嚢は斜面に農地等を作る際などに

使われる以前からある技術だが、このように地元のもともとの技術も日本式の治山に活用できるこ

とも、よく解った。 

楊：北川の単価は１万元／ムーで、汶川、綿竹と比べて低く抑えられた。（←この話は現場

で聞いた話。ちょっとここに入れさせてもらいました。） 

蒋：試験地の左側（今年の施工地）は、特殊な地形の地域なので、難しくなると思う。山腹工事、緑

化工事、水路工事が必要。大きな投入も必要で、問題になるのは技術と投入。このあたりの山の

整備は、単なる緑化ではなく、治山と緑化を組み合わせて一体化された工事を行うこととなる。

特に、今年は新たな工法である傾斜地における「流路工」「水路工」を考えて実施してゆきたい。 

王：北川県林業局の職員は、緑化には熟練している。しかし、複雑な地形で、土木、水利に係る工

事がある場合、どういう工法を使うべきか、判断の方法の能力を向上していくべきと思っている。

それには、研修だけではなく、専門家と実施する試験施工もあるが、それだけではまだ十分では 

なく、県レベルの C/P はまだまだ向上する余地がある。治山、地質、水関係の専門家を派遣して

いただきたい。 

畑：長期専門家については、それらの技術も十分に持っており、指導することはできる。それもそう

だが、中国の国内においても、治山工事、土木、水利はすでに技術も持っている。ここから学ぶ

というのはどうか。 

王：北川県の今年の施工地は、日中プロジェクト、北京林業大学、中国科学院成都山地災害研究

所で実施することになっている。これが、まさにそのような協力になっている。そこで実施された

試験施工とその結果は、様々な関係機関が興味を持つことになるだろう。 

高橋：2012 年の計画のほかに、この「治山技術」を使って植生復旧を計画しているところ、予定はあ

るか。 

蒋：四川省のモデル事業では、5 年間の具体的な計画を策定する予定になっている。今後も、国

土資源部や局とも連携しながら、治山事業は進めて行く予定である。 

高橋：さきほどと同じく回答いただいた質問票には、2011年度、2012年度ともに、2,680万元の森林

復旧関連事業予算が国・省からある、と記入されているが、この金額はそれら治山のモデル事業

等をすすめていく予算か。 

蒋：それは、国・省からの北川県林業分野全体の予算であり、人工造林、実播、封山育林すべて
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入ったもの。 

畑：今年実施する省のモデル事業の施工工事の予算はどこからのものか。 

蒋：施工の予算は、設計によって決まるので、今現在は四川省林業調査企画院と林業科学院の２

つで設計しているところ。国・省と県が予算をだして実施する。 

畑：予算の積み上げはこれからだが、予算の確保の目途はあるということか。また、入札になるかど

うかは金額次第なので、まだ分からないということですね。 

蒋：予算確保の目途はある。また、この工事は明らかに入札となる。20 万元を超えると入札。入札

は 3 段階で、設計部分、土木部分、苗木部分。 

畑：省のモデル事業が入札となった場合、これまでの直営実施と異なり手順が増えるが、何か困難

は予想されないか。 

楊：特に困るようなことはない。省のモデルプロジェクトであり、両院にも協力要請する。 

畑：実際に工事では、黄さんが現場に行って、直接監督するようなかたちになるか。 

王：昨日も回答した通り、茂県も汶川県も、北川県も発注者となるので、管理事業もしっかりとやっ

ていくことになる。金川県の例で、設計は日本流でやったのだが、施工管理の会社からはいろい

ろと「変えてもいいか」という問い合わせがあった。林業調査企画院の桂さんたちが「設計案に基

づいてきちんとやるように」と答えてやらせた。このようにすればしっかりできる。 

大西：工事が始まれば、黄さんと林さんがきちんとやる。 

黄・林：大丈夫、問題ない。 

岡本：黄さん、林さんは、今後ほかの林業局の職員にも、この技術を伝えてゆきますか。 

黄：今でもすでにやっている。 

蒋：2011 年に北川県全体の植生復旧研修会を開催し、全林場ステーションの職員向け研修を実

施した。その際には、プロジェクトの試験施工地にも連れていった。 

王：プロジェクト後半では、もっと研修の参加範囲を広げてほしい。３市県を選んだのは、気候、地

形が特徴的だから。治山技術は震災森林復旧のみならず、緑化困難地に利用できるので、この

技術を省全体に広げていけると思う。成都で実施する研修には、省内全域から参加できるように

して欲しい。 

田所：試験地や治山の施工地では、その後どのように樹木を管理していくのか。日本では、植えた

木は切ってはいけない、森林以外の目的で使用してはいけない、等がある。北川県ではどのよう

に管理してゆくつもりか教えてほしい。 

蒋：中国では、決められた量しか伐採してはいけないとの法律がある。今後は治山による植生復旧

についても、どのように管理すべきか、新しい規定をつくってルールを作っていくべき。中国の林

地管理には２つある。ひとつは「公益林」、もうひとつは「商品林（経済林）」である。治山で実施す

るのは、「公益林」となると思うので、15 ㎥以上を伐採すれば、違法伐採として法に触れる（５～７

年の懲役）ことになる。 

大西：北川県の試験施工地では、「協定」がある。黄さん、説明してください。 

黄：2010 年の試験地では、工事の後で、住民（使用権者）との間に協定書が結ばれた。住民は、
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「利益を得る立場にあるのだから、保育・管理の責任がある」というもの。2011 年度の施工地は、

工事開始前に、協定書を結んだ。 

畑：中国では、市・県が独自の規定を制定できるのか。それとも、省や国の許可等が必要か。 

蒋：県内の森林資源管理に係る規定については、県の権限で制定できる。 

以上 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日時：2012 年 6 月 7 日（木）  13:25～14:35 

場所：綿竹市林業局 

目的：綿竹市林業局 C/P インタビュー 

面談者：舒実（綿竹市林業局長）、張義軍（綿竹市林業局副局長）、 

李偉（綿竹市林業局日中プロジェクト現場責任者）、 

劉徳斌（綿竹市林業局日中プロジェクト C/P）、 

唐礼貴（綿竹市林業局造林ステーション長） 

王鴻加 （四川省林業局対外合作処長）、大西満信（チーフアドバイザー）、 

坂後浩（専門家）、町田良太（専門家） 

日本側調査団：畑、田所、岡本、高橋、李春燕（通訳） 

中国側調査団：劉福雲、張登明 

 

畑：午前中、現場視察をさせていただき、独自施工箇所も見せてもらった。綿竹市は独自で施工し

ている箇所が多く、感銘を受けた。独自で治山事業が行われるようになった経緯は。 

張義軍：震災後、国から植生復旧の任務が与えられた。これまでも造林部署が担当する事業では

竹筋工など既に施工していたが、思い込みで施工するなど技術はきちんとしていなかった。その

ため、あまりうまくいかなかった。日中協力プロジェクトによってしっかりした技術を得た。それを植

生復旧の業務に生かしている。 

舒：震災後、復旧すべき面積はとても広い。日中協力プロジェクトを２年間実施し、緑化（造林）の

前に治山を施工して斜面を安定する必要があることが非常によくわかった。そこで欧州基金の対

象地で治山を取り入れようということになった。日本から技術移転されたものを実証してみたとい

うこと。 

高橋：アンケートの回答に、治山技術が重要である理由として、災害防止と経済的効果をあげてあ

ったが、それは地域住民も理解しているか。（治山事業はコストはかかるが効果も高いということ） 

舒：今の経済レベルから見ると、我々が治山事業に使える予算は少ししかない。緑化のための予算

から少ししか治山事業にはまわせない。 

王：清平の施工地に看板があったように、あそこは地質災害が起こりやすいところである。石がよく

斜面から落ちてきていた。そのため余計に、治山事業により木が育てば安全になるということを

地元の人はよく理解している。 

今までの造林の理念は「木を植えればいい」ということであったため、予算もそれだけしかない。
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しかし日中協力プロジェクトや独自施工によって、造林の難しい地域でのモデルを示した。また

予算単価もあの工法であれば１ムーあたり約１万元であることがだいたいわかった。 

また、国家として CO2 削減に取り組む必要があり、そのためには森林率をアップさせるしかない。

これまでも緑化に努めてきたが、今後は緑化困難地での緑化が必要であり、そこで治山技術が

活用されるようになると考えている。都市部では、林地を借りて（借地料を払って）植林している。

北京では１ｍ2 あたり５万元払うとも聞いている。これからは造林困難地を緑化していく必要があり、

そのためには費用がかかる。綿竹は条件が良いため、１ムーあたり１万元だが、汶川などでは 1

ムーあたり５万元になるところもある。この費用は、必要経費であるとの理解を広める必要がある。

省のモデル事業では、治山事業を活用する。今までの緑化措置より単価が高いことは理解した

うえで、幹部もこのプロジェクトを実施することを決めたはずである。 

「四川省震災地植生復旧試行・モデル」では、治山事業を林業部門がメインとなって行うことが

明記されている。将来の持続可能性は十分にある。 

舒：今まで国土資源部が土木事業を行ってきた。しかし日中協力プロジェクトによって、林業部門

が治山事業を行うことで緑化が可能になることを示した。将来、何らかの形で、日本の林野庁の

ように中国でも林業部門が治山事業を行うようになると思う。 

王：国の公的文書の中で、治山事業をリードする機関は林業庁であると明確に書かれるようになっ

た。 

畑：綿竹市の中では、リさん、リュウさん、唐さんが治山事業を担当するという理解で良いか。 

唐：良い。以前はリンさんもいたが、転職した。 

畑：将来、林業局が治山事業を実施することになったら、人員が足りなくなるかもしれないですね。

みなさんがんばってください。 

今年の独自施工地は、午前中に見た漢旺だけか？ 

舒：天池（？）あたりで欧州基金を利用して実施予定。また小渕基金を使って実施するところもあ

る。 

高橋：アンケートに書いてあった「その他予算」（毎年 70 万元）というのは、欧州基金と小渕基金の

ことか。 

舒：70 万元は小渕基金のみ。欧州基金は国が組んでいるローンである。 

高橋：では欧州基金は「中央・省」の額の中に含まれているのか。それとも、このアンケートの表自

体に入っていないのか。 

張義軍：「中央・省」の中に含まれている。 

田所：これまで習得した治山技術の中で、難しかったものはあるか。 

唐：一番難しいのは、全体計画を作成するときに、現地に合った工法を選定すること。この箇所で

は鉄線籠が良いとか、土のう筋工が良いといった判断。 

独自で設計・施工した箇所と、日中協力プロジェクトで実施した箇所とでは、実際に見比べると

差がある。これからレベルアップが必要。作業者が熟練していると問題ないが、新人はいくら教え

てもうまくいかないことがある。 

付属資料4
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舒：地元の住民を雇って、いつも工事に参加してくれている人だと問題ないが、新人が入ってきた

場合は研修が必要。 

田所：午前中に視察した場所では、地元の人の利益になる樹種も含めていろいろな木を植えてい

たが、どういうところにはどんな木を植えるという方針は林業局として持っているのか。土地に合

った樹種か、見栄えの良い樹種か、住民が希望する樹種か、優先順位は？ 

王：樹種選定はまず住民の意思を尊重している。 

張義軍：土地の所有形態によって違う。汶川は土地が国有なので、住民の意見は聞いていない。

綿竹では住民が所有しているため、気象条件等も考慮しているが住民の意見を優先している。

しかし、住民の要望によってナツメを植えたがその後活着せず枯れてしまった箇所では、補植す

る際に、住民に対して「ナツメはこの土地に合わないので、他の木にしてはどうか」と提案・説得し

た。 

舒：治山は緑化が目的であるので、住民の意見も聞くが、無理なところはニセアカシアなど乾燥に

強い樹種を植えるよう住民を説得している。景観も考慮している。 

張登明：工事施工前に法面はカットしたのか。筋工等の施工は下から上か、上から下か。 

唐：法切り工で危険な箇所を落としてから施工している。施工は上から下へ順に。下から上はでき

ない。 

舒：毎朝、法面の手入れを行い、また安全教育を行っている。1 日の工事終了後には安全総括を

行っている。施工中も、危険な場所には見張りをつけている。 

張登明：今後プロジェクトの試験施工地を拡大した場合、OA 機器などの機材の追加投入はするの

か。 

大西：OA 機器は今あるものでやる。追加投入はしない。C/P として追加し、工事施工予定の茂県に

は既に測量機器を追加投入した。今後彭州市でも工事をすることになれば、追加する。 

張登明：施工完了した後に、地元住民と協定を結ぶと聞いた。その協定書の内容に、今後追加す

る予定の項目はあるか。 

王：綿竹市では協定は結んでいない。（北川県では結んでいた。） 

岡本：今後の活動である「技術指針作成」に関して、市としては「技術指針」をどのようなものとイメ

ージしているか。 

唐：技術マニュアルである。「これに従えば施工できる」という類のもの。施工技術に関する内容や、

施工単価も。 

舒：今までは中国に治山技術というものはなかった。工法について技術的に細かく記したものを期

待する。それに従って技術指導していくことになる。緑化工については必要ない。 

王：日本に既にある技術指針を参考にしながら、中国に適した技術基準を作りたい。 

岡本：造林には同様の技術指針というものがあるのか。 

王：国家基準としての「造林技術指針」がある。治山についても、将来は必ず国家基準にする。「ガ

イドライン」であれば、業界内部のみに適用される。国家基準になれば、治山事業を林業部門が

担うことを公的に認められることにもなる。今年の年頭に行われた国家林業局の大会で、劉立軍
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副主任が講演で「治山基準を国家基準に」という発言をされた。 

田所：中国は広く、地質や気象条件も異なっている。技術指針は基本的な考え方であって、それを

地域に合った形で応用する必要があることを理解してほしい。 

王：それは十分に理解している。国家基準ができることには二つの意味がある。一つは、国家基準

ができれば、治山事業を担うのは林業部門であることが明確になること。二つめは、治山事業は

造林事業よりもコストがかかることが認められること。 

以上 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日時：2012 年 6 月 7 日（木）  15:55～17:05 

場所：彭州市林業局 

目的：彭州市林業局 C/P インタビュー 

面談者：汪万友（彭州市林業局長、林業と園林局党委員会書記、及び保護局長） 

余暁霞（彭州市保護局副局長） 

曽彦（彭州市保護局事務局主任 日中プロジェクト C/P） 

王鴻加 （四川省林業局対外合作処長）、大西満信（チーフアドバイザー）、 

坂後浩（専門家）、町田良太（専門家） 

日本側調査団：畑、田所、岡本、高橋、李春燕（通訳） 

中国側調査団：劉福雲、張登明 

 

王：彭州市はこれまでの４市県と少し状況が違うので、まず私から説明する。彭州市は後から追加

された C/P で、工事施工はしていない。施工予定地を決定したところである。現在は研修に参加

してもらっている。 

畑：ご説明いただいたように、第 3 回 JCC で追加されたと聞いている。追加された経緯は。 

汪：まず、被災地のひとつである彭州にご来訪いただき感謝する。四川大地震の被害の大きかっ

た 10 市県のうちのひとつが彭州市である。復旧事業によってインフラ整備が行われ、国内平均

よりも 20 年進んだ。しかし植生復旧事業は他分野に比べてまだまだ遅れている。これまでは緑

化工で復旧していたが、治山工事は行っていなかった。日本の治山技術は世界の中でも進んだ

技術であると認識している。我々も勉強すべきものだと考えている。彭州市全域で、今後、生態

復旧は治山工事が主流になるものと、幹部も含め考えている。 

これまでの日中協力プロジェクトにより、少しずつ技術を習得してきた。曽さんは 1 か月の訪日研

修に参加した。 

彭州市は地理的にみると、成都まで車でわずか30分の距離で、市面積100 万ムーのうち半分が

林地である。標高は 530～4,800ｍ、平地・丘陵・山岳地帯があり、プロジェクトを通じた科学研究

の場としてもふさわしいと考える。 

生物多様性も豊かで、国の実施する重要な事業である封山育林、退耕環林事業を実施している。

揚子江の中流地域としてエコベルトを形成している。 

付属資料4
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彭州市管轄内には、国家レベルの自然保護区が 4 つある。①白水河（パンダ生息地）、②森林

公園、③地質公園、④観光名勝地 

王：補足説明すると、彭州市と茂県が追加された理由としては 

① ロジェクトの当初計画では、対象範囲が広い割にパイロット地区は 3 つしかなく、治山技術の

普及のために追加した。 

② パイロットサイトでの治山工事の成功により、サイトを点として、これから面的展開をしてくこと

になる。しかし、パイロット地区の 3 市県は成都市に含まれていないため、成都市である彭州

市を追加した。 

③ 彭州市は自然環境が豊かであったが、大地震により大きな被害にあった。 

④ 彭州市林業局の職員は非常にまじめに業務に取り組んでいる。 

汪：地震により山地がかなり破壊され、山・谷・滝などの美しい景観がなくなってしまった。これらを

土木工事を通じて、復旧する必要がある。JICA プロジェクトに加入することで、復旧事業にプラス

になると確信している。 

彭州市林業局の組織体制も完備している。人材配置も十分で、市政府からも重要視されている。

また日本のどこかの県と姉妹都市提携しており、日本とのつながりも深い。 

畑：地震による森林被害の状況はどのくらいか？また復旧の状況（面積）は。 

汪：被災前の森林率は 50.1％であったが、地震後、40.1％になった。去年のデータでは 43.5％まで

回復している。 

高橋：当面の決定としては、研修参加を通じて人材育成を行うことになっている。研修受講者は３

名と聞いているが、それ以外にもいるか？また、研修で何を学んだか？ 

曽：研修には自分がメインで参加しており、他のメンバーは研修の内容によってこれまで３～４名参

加したことがある。研修には自分は必ず参加し、他のメンバーは汪局長が指名する。 

高橋：技術移転の対象者は曽さんということか。 

汪：曽さんは種として育てる。そこからいろんなところに芽を出すことを考えている。林業局内や林

場にも対象者はいる。 

王：これまで、C/P である 3 市県には、研修に毎回参加することを要求してきた。治山技術に関する

知識の普及はもちろんのこと、プロジェクト成果の普及のため。 

畑：曽さんは普段はどのような仕事をしているのか。なぜ曽さんが選ばれたのか。 

曽：科学研究成果の普及を行っている。今は動植物保護区が中心。 

畑：土木のバックグラウンドがあるわけではないのか？ 

曽：専門分野は林業なので、ある程度の林業に関する知識はある。普段の業務でも、工作ステー

ションや造林部局と連携している。プロジェクトでは、自分は総括という立場で、下に技術者がい

るという形になっている。 

畑：研修には曽さんに加え、技術者も参加してはどうか。 

汪：それで問題ない。管轄内の国有林場で勤務する職員は専門学校以上の学歴がある。治山事

業を経験すれば、確実にレベルアップする。 
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曽：チンさん（？）は技術者である。 

田所：ふたつ質問。 

①彭州市で治山事業を実施する際の優先順位は如何。生態保護？景観？人命？ 

②彭州市で治山事業を実施するために、予算をいくら用意しているか。 

曽：JICA プロジェクトを実施するとしたら、候補地は、交通の便利なところ、自然保護区の周辺の村

落の上部。村民の安全を確保し、道から見えるためモデル効果も果たせる。 

汪：優先すべきは被害の大きなところで、日本人専門家の意見を尊重する。 

余：震災後 4 年経ち、放置していても（高木は育たないが）草や灌木は生えてきている。候補地とし

て考えているところは、全く植生が回復していない。自然力だけでは緑化しないことがはっきりと

わかった箇所。人家もあり、保護区の周辺なので、ここを優先的に実施したいと考えている。 

汪：四川省は 39 の被災市県で復興事業を実施する。5 か所のモデル市県は復旧計画を省に申請

するが、彭州市は成都市に申請することになる。これから計画をたてるので、現在は予算額はわ

からない。申請すれば、予算は必ず確保される。 

39 の市県では、今後継続的に復旧事業を行うことになる。これは 1，2 年では終わらない 5～10

年かかるのではないか。政府はそれも理解したうえで、予算を確保する。 

田所：復旧事業のための特別予算があるわけではない？ 

汪：39 市県の事業が許可されたら、中央・省・市県政府で出し合わせるので、彭州市もこれから予

算を組む。彭州市は民間企業から投資してもらう方針も打ち出している。 

王：今まで「治山」のための予算はなかった。今も無い。しかし、治山事業の必要性は認識されてき

た。震災の復興予算が一部残っており、それを治山事業に使うことを考えている。治山事業にお

金が必要だと理解してもらうために、モデル事業を行う。 

震災復興予算の１億 3,000 万元が残っている。彭州市も 2,000 万元出資する予定。 

劉：JICA プロジェクトを実施することになった場合、日本側には何をやってほしいか。 

汪：技術移転をしてほしい。双方予算を出し合って、工事を実施したい。 

畑：第 3 回 JCC のときから状況が変わったわけではないと思うので、試験施工はできないが、研修

に参加することで人材育成をしていただきたい。 

高橋：このプロジェクトは全ての市県を対象に工事をするわけではなく、パイロットエリアである３市

県で試験施工を行い、そこから広げていくという計画である。 

汪：わかりました。プロジェクトの実施をとおしてモデル事業ができればありがたいが、研修での人

材育成を図りたい。 

畑：日本としても予算の制約があり、やる気があるのに工事が実施できず申し訳ない。省のプロジェ

クトは非常に良い事業であると思う。JICA プロジェクトとしてもできる範囲で協力したい。 

 

以上 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日時：2012 年 6 月 9 日（土）  9:15～10:15 
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場所：四川省林業庁 

面談者：駱建国（四川省林業庁総工程師） 

張黎明（四川省林業庁国際合作処副所長） 

日本側調査団：畑、田所、岡本、李春燕（通訳） 

 

（省のパイロットプロジェクトについて） 

・四川地震により 30 億ｍ3 の土砂が崩壊し、二次災害の危険にさらされている。林地の緑化は林業

部門の責務。 

・四川省第 101 回常務委員会において、治山の手段を通して緑化を進めることが決まった。 

具体的には 39 の市県で生態林の整備を治山で実行するモデルを作る。その中の 5 か所について

は、省林業庁で自ら実施することとしている。現在計画の策定中。技術的内容は治山技術を利用

したものであり、計画段階から、専門家のアドバイスをいただけたら幸いである。 

・予定は、6 月下旬から 7 月上旬に設計案の評価・審査を行う。その後ただちに入札し、年内に工

事完了。来年の春には新緑がみえるようにする。点から面への普及を目指す。 

・5 か所のモデル地区を早期に完成させ、他の 34 か所のお手本としたい。 

 

（パイロットプロジェクトの規模・予算） 

・5 か所のサイトについては、1 か所平均面積 400 ムー、単価は 1～1.5 万元／ムー、間接費等を加

えて 900 万元/箇所を想定。 

（林業部門が治山を行うことについて） 

・中国では国土資源部が砂防を含めた土木工事を全て担ってきた。 

・従来、林業部門は木を植えるだけであった。平野であれば土があり植林も容易だが、地震に被災

した山地では土がなくて緑化できないところもある。国土資源部と連携しようとしたが、うまくいかな

かった。そこで、治山の技術を使って、ある程度造林できるような環境を作ったうえで緑化する。 

・山地の緑化は林業庁の仕事ということを示すために、モデル事業を実施する。 

 

（省林業庁内の役割分担は） 

・5 か所のモデルサイトは科技処、それ以外の 34 市・県は造林処（ただし、造林処は事業管理のみ。

実施主体は自治体林業局）。 

 

（予算の見通しは） 

・日本では高い工法だと 180 万元／ムーもかかる。今の中国ではこのような高い工法は無理。より

簡易なものを利用することにより、単価は数千～1～2 万、高くても 3 万元／ムーに抑えたい。 

・復旧予算の残額は、市・県によって異なるが、1,000 万元～8,000 万元／市・県。今回のパイロット

で想定しているのは 700～900 万元であり、復旧予算残で対応可能。 
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（震災復旧以外にも利用するつもりあるのか） 

・12 次 5 か年計画において、生態系整備環境保全計画を国に提出している。生態系整備の予算

が期待されている。それら予算など、様々な予算を集めて治山を実施していく。 

・しかし、十分ではないので、パイロットプロジェクトを何としてでも成功させ、省上層部、国上層部

に治山を重視してもらい、治山を用いた特定予算が下りてくるように頑張りたい。 

 

（治山事業を行う際の優先順位は） 

・①市街部周辺で人や財産が危険なところ 

 ②交通インフラが危険なところ 

 ③自然、生態系の復旧は、人が住んでいないところは後回しもしくは自然回復を待つ 

 

（その他） 

・国家林業局（造林司）へ行く際には、①林業部門で治山が必要であること、②治山のコストは高い

こと、について、説明し、国家林業局の考えを変えてほしい。 

 

（当方より） 

・パイロットプロジェクトは、いかに四川省林業庁が治山を重要視しているかわかるもの。素晴らしい

取り組み。ぜひ、専門家も助言などさせていただきたい。また、JICA プロジェクトの後半に予定され

ている技術指針の作成や研修の実施は、必ず、省パイロットでやろうとしていることに貢献できる。

日中共同で実施していきましょう。 

・国家林業局へは四川省の熱心な取り組み等につき紹介してきたい。 

以上 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日時：2012 年 6 月 14 日（木）  9：30～10：30 

場所：国家林業局造林司 

目的：プロジェクトの状況報告、及び中間レビュー結果報告 

面談者：曽憲芷 （高級工程師） 

調査団：畑、田所、岡本、高橋、李春燕（通訳） 

JICA 中国事務所：足立、李飛雪 

プロジェクト：大西チーフアドバイザー 

 

１． 調査団訪問の目的 

畑：中日合同中間レビュー調査では、非常に良いかたちでプロジェクトが進捗していることが確認さ

れた。本日は、調査団からそのレビュー結果の報告と、大西チーフアドバイザーからは、プロジェ

クトの現状の報告にあがりました。 

２．プロジェクトの現状報告 
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大西：PJ の現在の状況を報告します。プロジェクトの目標は、震災後の森林植生復旧のための、技

術を開発している。期間は 2010 年 2 月 1 日から 2015 年 1 月 31 日まで 5 年間。場所は、四川

省の綿竹市、北川県、汶川県で、この試験施工地 3 箇所での施工によって四川省の被災森林

復旧に適した技術開発をするというもの。具体的には、普通の造林は木を植えればよいが、震

災で被災し崩れた山に木を植えるには、まず崩れている状態を止めないといけない。そのため

には、造林のための土木工事が必要。こちらが試験施工地の写真です。（資料写真を提示。）こ

のように、土砂の動きを止めるため、練り石積み、鉄線籠、土嚢で、まず土留めをし、そのあとで

これらの施設の後ろに植林をする。こちらが、植栽後 1 年経過した 2011 年 4 月の写真。 

曽：樹種は何か。 

大西：ニセアカシア、ラジアタマツ、コノテカシワ。樹種については、もう地元の林業局がよくわかっ

ているので、林業局の意見を聞きながらやっている。こちらが北川県擂鼓鎮で実施した試験施

工の前後の写真。こちらの経費は、2011 年の工事のみでかかった費用で、工事ごとに経費がま

とめてあります。こちらは綿竹市漢旺鎮、こちらは汶川県威州鎮の試験施工前後の写真です。 

曽：随分と緑化が進みましたね。 

大西：こちらは、汶川県威州鎮の試験施工にかかった費用です。金額が大きいのは、崩れが大きく

傾斜の急な危険な状態で、土砂崩れが起こらないようしっかりした土木工事が必要だったため。 

曽：施工の費用は平均でだいたい 1 ムーあたり 1 万元ですね。（試験施工地毎のグラフをみて。） 

大西：汶川県だけがお金がかかっている。それ以外は、だいたい 1 万元でできる。 

曽：このグラフの数値は緑化工も入っての金額か。 

大西：このグラフは工事だけで緑化は入っていない。こちらの試験施工費一覧表には、各経費が

項目ごとになっている。 

お金はかかるが、きちんとした工事を実施すれば、このように大きく崩れたところにも植林・造林

ができる。またお金がかかるとはいえ、工法については地元の工法と資材を取り入れているため

簡単にできるもの。試験施工地の工事は、地元の農民工を雇って実施している。植林の一部に

は、2000 年から 2007 年まで四川省で実施された JICA の造林プロジェクトで開発した「トレーポッ

ト」を使った苗木を使用している。現在は四川省林業科学技術院の都江堰の苗畑で一部このト

レーポットを使って苗木をつくってもらっている。根の発達がよい。PJ ではこうした活動を続けて

いるところだが、このような技術を「治山」と呼び、日本では林野庁でやっている。四川省のプロジ

ェクトでは、震災による被災地でこの技術を使っているが、中国でも、今後は被災地だけでなく

「植林の難しいところ」でこの技術を使い、ぜひ全国に広めてほしい。 

 

３．中間レビュー結果の報告 

畑：こちらが中間レビュー結果の報告書です。これまでの2年間は日本との協力でPJが実施されて

きましたが、2012 年 6 月からは四川省林業庁でもこの治山技術を使った「四川省震災地植生復

旧試行・モデル」プロジェクトを開始しました。そこにもありますが、これが JICA の技術を学んだと

ころを自分たちでやってみようとしているところです。四川省でも、この「治山」を林業庁でやると
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いう政策が決定されているわけではないため、これを PR していこうとしているところ。報告書の提

言、「7-3 中国側実施機関への提言」をご覧ください。（1）では四川省政府への提言として、治山

事業を実施するため震災復旧工事の結果を PR すること。（3）では、地方の治山の関連技術基

準を作成して、国家林業局に関連の国家基準の提案をすること。（2）治山事業の場合、国家林

業局の造林司が管理部署となることが想定されるため、今後は是非 PJ の JCC メンバーとして関

わり助言をしていただきたい、というもの。 

曽：まず、日本の震災後復旧への貢献に感謝を表します。 

30 年前私がまだ学生だった頃、日本の治山技術が大変進んでいるということを耳にしました。今

回の PJ でこれが確認されたということ。中国では、これまでの治山は「生物処置」だった。治山に

「土木」が加わると問題は技術と予算。日本の治山技術は土石流、道路脇の斜面植林に使われ

た「植林ポット」は、2000 年から 2007 年まで四川省で実施された JICA の造林プロジェクトで開発

した技術で、現在は四川省科学技術院の都江堰の苗畑でポットをつくってもらっている。の固定、

鉱山の跡地の安定化などに有効。造林の主管部門である造林司は今後この技術を PR していく

こと、チームを組んで視察にもでかけたい。欧州基金でもすでに使われたというのは、有効な技

術である証拠。ここでお伝えしたいのは二つ。①JCC については、劉立軍氏から正式なレターが

届けば、正式に回答できます。②「技術基準」の作成については、省が「地方基準」をつくるとい

うことなので、四川省造林処の張帆さんとも話しておきます。また、「国家基準」になるときには、

私どもも必要な手続きなどで支援をします。おそらく、四川省基準は「治山」と「造林」の部分から

なると思うが、四川省の「基準」がどのようなものなのか、確認した上で、国家基準になりそうかど

うかが判断されると思います。今日の皆さんの報告内容は、造林司の幹部へ伝えます。 

畑：今年、2012 年 8 月には日中国交 40 周年記念のシンポジウムも計画されています。 

大西：北京林業大学と協力してやります。趙教授が窓口になっていますので、北京林業大学から

正式なレターがだされると思います。 

曽：正式に受け取りましたら、造林司からも参加をします。                     

                                                         以上 
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新たな技術の導入

治山技術担当 田所雅之治山技術担当 田所雅之

２０１２．６．１２
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１．工作物（表面土砂の固定）

現状 鉄線かご工 石積み工• 現状 鉄線かご工、石積み工
• 土嚢積み工、竹柵工が主体

丸太のり枠工 試験施工中• 丸太のり枠工 試験施工中

提案 面状基礎工（金網伏せ工）の試験• 提案 面状基礎工（金網伏せ工）の試験
• 表面土砂の固定により苗木が活着

安価 施 簡単 植栽場所 確保が容易• 安価、施工簡単、植栽場所の確保が容易
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面状基礎工（金網伏せ工）面状基礎工（金網伏せ工）
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丸太のり枠工の試験地丸太のり枠工の試験地
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２ 植栽工２．植栽工

現状 多様な樹種 果樹（ク ビ ） 苗• 現状 多様な樹種、果樹（クルミ、ビワ）の苗

木での植栽

• 提案１ 束植え 列状密植 バイオブロック 挿し• 提案１． 束植え、列状密植、バイオブロック、挿し
木、トレーポットの採用

急傾斜地 石礫地 乾燥しやすい所など苗木の活• 急傾斜地、石礫地、乾燥しやすい所など苗木の活
着が困難の植栽に効果

石礫地 植栽穴 作業が不要（バイオブ ク）• 石礫地での植栽穴の作業が不要（バイオブロック）
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束植え束植え
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列状密植列状密植
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バイオブロックバイオブロック

石礫地石礫地
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石礫地石礫地
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• 提案 ２ 先駆的な樹種と後継樹の組み合わ
せ

– 生命力の強い先駆樹種により環境改善を図り、
後継樹で本格的な森づくり後継樹で本格的な森づくり
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挿し木（ヤナギ）挿し木（ヤナギ）

• 先駆樹種として効果的• 先駆樹種として効果的

• 入手が容易、施工が簡単、成長が旺盛

隔 数 埋め込む密植法• ２０センチ～４０センチ間隔で数列に埋め込む密植法
が適当。118



3 その他3.その他

施 地 適 な水処• (１)．施工地内の適切な水処理

清平郷施工地の道路脇の排水溝の設置（国清平郷施工地の道路脇の排水溝の設置（国
土資源部への要請）
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(２) 苗木ポットの正しい取扱い(２)．苗木ポットの正しい取扱い
ビニールポットの除去
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